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神
道
系
「
三
条
教
則
」
衍
義
書
考

―
明
治
五
・
六
年
に
お
け
る
神
官
教
導
職
の
衍
義
書
を
中
心
に
―戸

浪

裕

之

一　

は
じ
め
に

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
四
月
二
十
八
日
、
教
導
職
に
「
三
条
教

則
」（「
三
条
の
教
憲
」「
教
則
三
条
」
と
も
）
が
交
付
さ
れ
た
。
こ
の

「
三
条
教
則
」
と
は
、
①
「
敬
神
愛
国
ノ
旨
ヲ
体
ス
ヘ
キ
事
」、
②

「
天
理
人
道
ヲ
明
ニ
ス
ヘ
キ
事
」、
③
「
皇
上
ヲ
奉
戴
シ
朝
旨
ヲ
遵
守

セ
シ
ム
ヘ
キ
事
」
の
三
箇
条
よ
り
構
成
さ
れ
た
綱
領
（
（
（

で
、
教
部
省
の

推
進
す
る
国
民
教
化
運
動
（
大
教
宣
布
運
動
）
の
「
規
準
」
と
な
る

も
の
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、「
近
代
国
家
初
の
国
民
生
活
に
関

す
る
倫
理
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
（
（

」
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
条
文
が

や
や
抽
象
的
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
、
教
導

職
の
講
義
や
説
教
を
通
し
て
解
説
が
な
さ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
多
数

の
衍
義
書
（
解
説
書
）
が
著
わ
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

だ
ろ
う
。
そ
の
著
作
者
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
神
官
・
僧
侶
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
当
時
は
神
道
教
導
職
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
柴
田

遊
翁
ら
石
門
心
学
者
や
、
有
名
な
と
こ
ろ
で
は
、
仮
名
垣
魯
文
の
よ

う
な
戯
作
者
も
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
衍
義
書
は
、
現
在
確

認
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
、
優
に
百
点
を
越
え
て
お
り
（
（
（

、「
三

条
教
則
」
の
内
容
を
、
国
民
に
分
か
り
や
す
く
示
す
た
め
に
著
わ
さ

れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
教
導
職
の
説
教
に
お
け
る
一
種
の
「
種
本
」

と
し
て
著
わ
さ
れ
た
も
の
も
多
く
あ
る
。
同
じ
「
三
条
教
則
」
の
衍

義
書
と
言
っ
て
も
、
そ
の
書
か
れ
た
目
的
に
よ
っ
て
や
や
性
格
を
異

に
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
（
（
（

。

　

こ
れ
ま
で
「
三
条
教
則
」
衍
義
書
に
関
す
る
研
究
に
は
、
平
田
俊

春
・
大
林
正
昭
・
藤
井
健
志
の
各
氏
に
よ
る
研
究
（
（
（

が
あ
る
が
、
と
り

わ
け
注
目
さ
れ
る
の
が
、
河
野
省
三
・
三
宅
守
常
両
氏
に
よ
る
一
連

の
研
究
で
あ
ろ
う
。
国
民
道
徳
研
究
と
関
連
さ
せ
つ
つ
、
神
道
教
化

史
研
究
の
立
場
か
ら
大
教
宣
布
運
動
の
研
究
を
進
め
た
河
野
省
三
は
、

そ
の
厖
大
な
蔵
書
を
背
景
に
（
（
（

「
三
条
教
則
」
衍
義
書
を
は
じ
め
と
す

る
大
教
宣
布
関
係
文
献
の
調
査
を
長
年
に
わ
た
っ
て
進
め
て
き
た
（
（
（

。
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と
り
わ
け
「
明
治
初
年
の
教
化
運
動
」（『
國
學
院
大
學
紀
要
』
一
、
昭

和
七
年
）
で
提
示
し
た
「
三
条
教
則
」
衍
義
書
の
目
録
（「
十
一
兼
題
」

や
「
十
七
兼
題
」
な
ど
関
係
文
献
も
含
む
）
は
、
そ
の
数
四
十
点
に
及

ぶ
も
の
で
（
（
（

、
こ
れ
が
辻
善
之
助
『
明
治
仏
教
史
の
問
題
』（
立
文
書
院
、

昭
和
二
十
四
年
）
や
、
豊
田
武
『
日
本
宗
教
制
度
史
の
研
究
』（
第
一

書
房
、
昭
和
四
十
八
年
訂
正
版
）
な
ど
に
引
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
三
条
教
則
」
の
衍
義
書
を
研
究
す
る
上
で
は
、
第
一
に
参
照
さ
れ

る
べ
き
古
典
的
研
究
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
三
宅
守
常
氏
は
、
従
来
の
近
代
日
本
仏
教
史
研
究
に
お
い
て
、

「
三
条
教
則
」
が
、
そ
の
神
道
的
要
素
の
押
し
つ
け
ゆ
え
に
否
定
的

に
評
価
（
（
（

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
こ
と
に
強
い
疑
念
を
呈
し
、
仏
教

系
の
「
三
条
教
則
」
衍
義
書
の
分
析
を
進
め
る
な
か
で
、「
宗
意
中

心
の
仏
教
的
解
釈
に
よ
る
解
説
は
許
さ
れ
ず
、
神
道
的
解
釈
に
依
ら

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
た
め
、
三
条
教
則
は
仏
教
に
と
っ
て
一
種
の
踏

絵
で
あ
り
悪
の
権
化
で
あ
っ
た
、
と
い
う
見
方
が
必
ず
し
も
正
鵠
を

得
た
も
の
で
は
な
い
」
と
指
摘
し
、
仏
教
系
の
「
三
条
教
則
」
衍
義

書
で
も
、
①
「
受
容
」
型
、
②
「
批
判
」
型
、
③
「
区
別
」
型
、
④

「
会
通
」
型
の
四
つ
に
類
型
化
が
で
き
、「
同
じ
仏
教
側
か
ら
で
あ
っ

て
も
決
し
て
一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
（（
（

。
ま

た
教
義
的
側
面
か
ら
見
る
な
ら
ば
、「
三
条
教
則
」
の
布
達
に
よ
っ

て
、
仏
教
が
神
道
に
対
し
て
批
判
で
き
る
状
況
を
整
え
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
神
道
側
に
と
っ
て
は
、
そ
の
批
判
へ
の
防
禦
が
弱
か
っ
た

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
神
観
の
相
違
と
い
う
観
点
か
ら
、

「
三
条
教
則
」
衍
義
書
全
体
を
見
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
Ａ
群
「
天
神

造
化
説
」、
Ｂ
群
「
非
天
神
造
化
説
」、
Ｃ
群
「
そ
の
他
」
の
三
つ
に

分
類
で
き
る
と
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

こ
の
よ
う
に
「
三
条
教
則
」
の
衍
義
書
に
関
す
る
研
究
は
、
仏
教

者
の
も
の
を
中
心
に
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
く
、
反

対
に
神
道
者
の
も
の
を
正
面
か
ら
考
察
し
た
研
究
と
な
る
と
、
私
の

知
る
か
ぎ
り
、
大
林
正
昭
・
藤
田
大
誠
・
武
田
幸
也
の
各
氏
の
ほ
か

は
、
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
（（
（

。
も
っ
と
も
教
導
職
に

任
命
さ
れ
た
個
々
人
（
神
道
者
・
国
学
者
、
ま
た
僧
侶
・
芸
能
者
な
ど
）

の
人
物
像
や
そ
の
思
想
に
関
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
さ
ほ
ど
研
究
の
蓄

積
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
神
道
者
・
国
学
者
の
方
面

に
つ
い
て
、
藤
田
大
誠
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「「
大
教
宣
布
運

動
」
の
全
体
像
を
構
築
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
一
つ
一
つ
の
要
素
で

あ
る
、
運
動
の
担
い
手
と
な
っ
た
宣
教
使
官
員
並
び
に
教
導
職
に
任

命
さ
れ
た
個
々
の
神
道
家
・
国
学
者
の
人
物
像
や
実
際
の
神
道
思

想
・
神
学
等
の
「
教
義
」
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い

て
は
、
そ
の
史
料
の
検
討
や
研
究
視
角
も
含
め
、
ま
だ
ま
だ
開
拓
す

べ
き
部
分
が
多
い
」（「
國
學
院
大
學
の
学
術
資
産
と
し
て
の
大
教
宣
布
関

係
資
料
の
一
面
―
常
世
長
胤
関
係
資
料
の
解
説
と
『
宗
源
敎
大
意
』
の
翻
刻

―
」
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
編
『
史
料
か
ら
見
た
神
道
―
國

學
院
大
學
の
学
術
資
産
を
中
心
に
―
』
弘
文
堂
、
平
成
二
十
一
年
、
二
六
六



神道系「三条教則」衍義書考（戸浪）225

頁
）
の
が
現
状
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
私
自
身
も
、
教
導
職
が
国
民
教
化
の
理
念
と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
神
道
観
を
表
明
し
て
い
た
の
か
に
関
心
を
も
ち
、
田
中
頼
庸
・

田
中
知
邦
の
衍
義
書
を
取
り
あ
げ
た
ほ
か
、
や
や
関
心
の
方
向
が
異

な
る
が
、
島
地
黙
雷
の
衍
義
書
を
対
象
に
考
察
を
進
め
て
き
た
（
（（
（

。
そ

こ
で
本
稿
で
は
、
明
治
前
期
に
お
け
る
教
導
職
の
神
道
論
を
考
察
す

る
一
環
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
私
が
進
め
て
き
た
神
道
系
「
三
条
教

則
」
衍
義
書
の
研
究
を
基
礎
に
し
て
（
（（
（

、
神
道
系
「
三
条
教
則
」
衍
義

書
の
特
色
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
類
型
化
が
可
能
で
あ

る
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
本
稿
で
は
、
神
道
教
導
職
の
中

核
的
存
在
で
あ
っ
た
神
官
教
導
職
の
衍
義
書
を
対
象
に
し
、
事
例
的

に
、
最
初
期
に
現
わ
れ
た
国
井
清
廉
・
田
中
頼
庸
・
田
中
知
邦
・
岡

本
経
春
の
四
人
に
よ
る
衍
義
書
を
取
り
あ
げ
て
、
以
上
の
課
題
に

迫
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二　

国
井
清
廉
『
神
教
三
条
大
意
』（
明
治
五
年
九
月
）

　
「
三
条
教
則
」
が
交
付
さ
れ
て
以
降
、
真
っ
先
に
そ
の
衍
義
書
を

出
し
た
の
は
仏
教
者
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
浄
土
宗
の
『
布
教
綱

要
』
が
明
治
五
年
五
月
の
段
階
で
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
年
冬
ご

ろ
に
は
、
大
教
院
教
典
局
に
お
い
て
『
諸
宗
説
教
要
義
』
が
編
集
さ

れ
、「
三
条
教
則
」
に
対
す
る
各
宗
派
の
「
公
式
見
解
」
の
よ
う
な

も
の
も
刊
行
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
な
か
に
あ
っ
て
、
国
井
清
廉
の

『
神
教
三
条
大
意
』
は
、
神
道
者
に
よ
る
衍
義
書
と
し
て
は
比
較
的

早
い
時
期
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
の
国
井
清
廉
（
一
八
三

九
―
一
九
一
九
）
は
、
美
濃
国
加
納
藩
士
国
井
清
鏡
の
子
に
生
ま
れ
、

の
ち
に
平
田
銕
胤
の
門
に
入
り
、
明
治
維
新
後
は
国
幣
中
社
南
宮
神

社
権
宮
司
・
宮
司
を
歴
任
し
た
人
物
で
（
（（
（

、
一
応
、
神
官
教
導
職
の
一

人
と
見
な
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
清
廉
の
著
わ
し
た
『
神
教
三

条
大
意
』
は
現
在
、
写
本
の
か
た
ち
で
残
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

が
、
そ
の
序

文
に
「
三
条
ノ
旨
ニ
乖
戻
セ
シ
コ
ト
モ
ナ
ク
ン
ハ
、
同
志
ノ
者
ニ
示

シ
、
万
分
ノ
一
助
ト
ナ
サ
マ
ク
欲
ス
」（
資
料
集
上
巻
・
三
四
頁
）
と

見
え
る
こ
と
か
ら
、
教
導
職
に
向
け
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　

ま
ず
第
一
条
「
敬
神
愛
国
」
の
解
釈
に
お
い
て
、
ま
ず
「
顕
幽
ト

モ
ニ
神
ノ
恩
恵
ニ
洩
レ
サ
ル
コ
ト
ヲ
、
タ
シ
カ
ニ
識
得
テ
、
ソ
ノ
神

恩
ニ
報
シ
奉
ラ
ン
ト
ノ
心
ヲ
立
ル
、
是
敬
神
ノ
大
本
ト
云
ナ
リ
」

（
同
上
・
三
五
頁
）
と
述
べ
、
神
々
を
奉
斎
し
て
そ
の
恩
徳
に
報
ず
べ

き
こ
と
を
説
く
。
清
廉
の
い
う
「
敬
神
」
は
こ
れ
を
前
提
と
す
る
。

『
神
教
三
条
大
意
』
に
お
け
る
「
敬
神
」
解
釈
の
特
色
は
、
神
々
の

恩
恵
に
報
ず
る
こ
と
は
「
神
理
ヲ
了
知
」
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
、

そ
れ
は
「
天
地
ノ
初
発
并
ニ
諸
神
ノ
事
実
」（
同
上
）
で
あ
る
こ
と

と
し
て
、
天
地
初
発
と
神
々
の
事
実
を
説
明
し
て
い
る
点
に
あ
ろ
う
。

『
神
教
三
条
大
意
』
は
、
こ
の
点
に
「
敬
神
」
解
釈
の
主
力
が
注
が

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
清
廉
の
重
視
し
て
い
る
神
々
は
、
①
造
化
三
神
、
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②
天
照
大
神
、
③
大
国
主
神
、
④
産
土
神
、
⑤
皇
孫
（
邇
々
杵
命
）

で
あ
る
。

　

ま
ず
天
地
初
発
の
事
実
に
つ
い
て
、
清
廉
は
「
天
神
造
化
説
（
（（
（

」
に

基
づ
き
、
造
化
三
神
の
事
実
を
述
べ
て
い
る
。
彼
は
造
化
三
神
を

「
天
地
鎔
造
ノ
初
発
、
諸
神
ノ
生
成
、
蒼
生
ノ
基
源
」（
同
上
）
と
位

置
づ
け
る
。
つ
い
で
「
後
ニ
三
神
ハ
天
地
ノ
主
宰
ヲ
天
照
大
神
ニ
任

シ
玉
ヒ
テ
幽
明
ノ
大
本
ヲ
主
リ
、
長
ク
天
上
ニ
隠
リ
マ
シ
天
照
大
神

ハ
、
又
此
地
ノ
幽
冥
ノ
政
ハ
大
国
主
神
ニ
任
シ
、
顕
明
ノ
政
ハ
皇
孫

邇
々
杵
命
ニ
任
シ
玉
ヒ
、
其
ニ
源
ヲ
主
リ
給
フ
」（
同
上
・
三
六
頁
）

と
、
神
代
に
お
け
る
「
顕
幽
の
分
界
」
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
造
化

三
神
は
「
天
地
ノ
主
宰
」
を
天
照
大
神
に
委
任
し
て
「
幽
明
ノ
大

本
」
を
主
宰
し
、
天
照
大
神
は
、
こ
の
う
ち
地
の
「
幽
冥
ノ
政
」
を

大
国
主
神
に
、「
顕
明
ノ
政
」
を
邇
々
杵
命
に
そ
れ
ぞ
れ
委
任
し
、

そ
の
「
源
」
を
主
宰
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
清
廉

は
、
天
＝
日
（
神
ノ
居
処
）・
地
（
人
ノ
居
処
）・
幽
界
（
霊
魂
ノ
居
処
）

の
三
つ
の
世
界
が
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

　

こ
の
う
ち
天
＝
日
の
説
明
は
、
そ
の
ま
ま
天
照
大
神
の
事
実
を
説

明
す
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
る
。
清
廉
は
、
ま
ず
こ
の
世
界
は
「
天

照
大
神
ノ
君
臨
シ
玉
フ
国
ニ
シ
テ
、
高
天
原
ト
云
」（
同
上
）
と
規

定
し
た
上
で
、「
万
物
ノ
化
育
ハ
日
輪
発
越
ノ
焔
気
ヨ
リ
出
ル
モ
ノ
」

（
同
上
）
で
あ
り
、
そ
の
功
業
は
そ
の
ま
ま
天
照
大
神
の
功
業
と
な
る
。

「
夫
日
輪
ハ
炎
熱
ノ
大
元
、
造
化
賛
成
ノ
基
本
」（
同
上
）
と
述
べ
て
、

言
わ
ば
「
生
命
力
の
根
源
」
と
し
て
の
天
照
大
神
の
神
徳
を
発
揚
す

る
の
で
あ
る
。

　

次
に
清
廉
は
幽
界
の
説
明
を
行
な
う
。
こ
の
幽
界
は
大
国
主
神
の

主
宰
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
大
国
主
神
は
全
国
各
地
を
治

め
る
神
々
を
配
し
て
、「
幽
冥
ノ
政
」
を
委
任
し
て
い
る
と
説
く
。

そ
の
神
々
こ
そ
「
一
ノ
宮
又
産
土
神
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の

「
幽
冥
ノ
政
」
と
は
何
か
と
言
え
ば
、「
其
政
ハ
其
地
ノ
災
害
ヲ
攘
ヒ
、

五
穀
ヲ
始
、
人
間
有
用
ノ
動
植
物
ヲ
繁
茂
セ
シ
メ
、
悪
ヲ
陰
ニ
為
ス

者
ハ
或
ハ
顕
世
ニ
罰
シ
、
或
ハ
幽
界
ニ
帰
シ
テ
後
、
罰
ヲ
下
シ
玉
ヒ
、

或
ハ
幽
冥
ニ
帰
シ
テ
後
、
賞
シ
給
フ
」（
同
上
）
こ
と
を
掌
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
平
田
国
学
の
「
産
須
那
社
」
信
仰
論
（
（（
（

に
基
づ
い
た
見
解
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。
同
時
に
、
平
田
国
学
に
特
有
の
「
神
賞
神
罰
論
」

も
見
え
て
い
る
。

　

地
を
統
轄
す
る
皇
孫
邇
々
杵
命
の
場
合
、「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」

に
よ
っ
て
「
顕
世
ノ
政
ヲ
主
」
っ
て
い
る
存
在
で
あ
る
が
、
藤
氏
専

権
や
武
家
政
権
の
台
頭
に
よ
っ
て
「
時
ニ
消
長
」
が
あ
っ
た
も
の
の
、

今
般
の
明
治
維
新
は
「
天
照
大
神
ノ
神
勅
ノ
マ
ニ
〳
〵
、
人
民
愛
撫

ノ
大
政
ヲ
行
ヒ
玉
フ
基
本
、
第
一
ニ
立
サ
セ
ラ
レ
シ
コ
ト
」
で
あ
り
、

「
仰
キ
尊
ム
ヘ
キ
ノ
至
ナ
ラ
ス
ヤ
」（
同
上
・
三
七
頁
）
と
し
て
明
治

維
新
を
讃
美
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
清
廉
は
「
天
地
ノ
初
発
并
ニ
諸
神
ノ
事
実
」
を
逐
一

説
明
し
、
神
々
の
恩
徳
に
報
い
て
い
く
こ
と
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
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こ
れ
を
知
る
た
め
に
は
、
外
教
（
儒
教
・
仏
教
）
を
廃
し
て
「
神
理
」

を
追
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
の
「
神
理
」

と
は
何
か
。「
諸
神
ノ
功
徳
、
国
ノ
為
、
人
ノ
為
ナ
ラ
サ
ル
コ
ト
ナ

シ
」（
同
上
・
三
八
頁
）
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ

て
神
々
の
恩
徳
を
蒙
る
者
は
、「
其
恩
ニ
対
ヘ
マ
ツ
リ
、
神
ノ
功
徳

ヲ
助
ケ
マ
ツ
〔
ラ
〕
ン
ト
、
同
ク
国
ノ
為
、
人
ノ
為
、
心
ヲ
尽
シ
、

皇
道
ヲ
恢
張
セ
ン
ト
勉
励
」（
同
上
）
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

　

つ
い
で
清
廉
は
「
皇
道
ヲ
恢
張
セ
ン
ノ
道
」
を
説
明
す
る
の
だ
が
、

こ
れ
が
そ
の
ま
ま
彼
の
「
愛
国
」
論
に
繋
が
っ
て
い
く
。「
皇
道
ヲ

恢
張
セ
ン
ノ
道
」
と
は
、「
天
皇
ノ
大
御
心
ヲ
心
ト
シ
テ
国
家
ノ
益

ヲ
興
シ
、
国
用
ヲ
足
シ
、
自
ハ
素
ヨ
リ
他
ノ
智
識
ヲ
モ
開
ン
ト
力
ヲ

尽
シ
テ
、
怠
ラ
サ
ル
」（
同
上
）
こ
と
を
い
う
。
こ
の
こ
と
が
、
そ

の
ま
ま
「
神
明
億
兆
ヲ
愛
撫
シ
給
フ
恩
」（
同
上
）
に
少
し
で
も
報

い
る
こ
と
に
繋
が
り
、
こ
れ
が
「
神
ヲ
敬
ス
ル
ノ
真
心
ニ
シ
テ
、
必

竟
愛
国
ノ
大
ナ
ル
モ
ノ
」（
同
上
）
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、「
敬
神
」
と
「
愛
国
」
が
別
の
も
の
で
は
な
く
、
一
体
の
も

の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
ま
た
清
廉
は

よ
り
具
体
的
に
、
産
霊
神
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
物
産
を
流
通
せ
し

め
る
こ
と
、
草
木
を
「
植
生
シ
、
之
ヲ
採
取
シ
テ
人
世
ノ
用
ニ
供
」

し
て
「
天
寵
ニ
対
ヘ
奉
ル
」
こ
と
、
天
皇
は
天
照
大
神
の
神
勅
に
基

づ
き
、
人
民
を
愛
撫
し
て
い
る
こ
と
を
説
き
、「
国
ハ
人
民
ノ
集
リ

シ
上
ノ
名
ニ
シ
テ
、
一
人
ヨ
リ
起
ル
居
所
ナ
レ
ハ
、
各
身
ヲ
愛
シ
テ

神
理
ヲ
踏
メ
ハ
、
則
一
家
ヨ
リ
シ
テ
一
国
ニ
及
ヒ
、
全
国
風
俗
淳
美

物
産
蕃
殖
シ
、
人
々
安
楽
ニ
至
レ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
国
ヲ
愛
セ
ン
ト

ス
ル
モ
ノ
ハ
、
前
条
ノ
神
理
ヲ
踏
違
ヘ
サ
ル
ニ
有
ル
コ
ト
ヲ
深
ク
会

得
ス
ヘ
キ
」（
同
上
・
三
九
頁
）
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
愛
国
」
論
は
、
ど
の
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
。

　

平
田
俊
春
氏
は
、
明
治
維
新
期
に
お
け
る
「
愛
国
心
」
の
形
成
に

つ
い
て
詳
細
な
研
究
を
行
な
う
な
か
で
、
教
導
職
の
「
愛
国
」
論
の

考
察
も
行
な
い
、
敬
神
と
愛
国
を
結
び
つ
け
て
説
く
解
説
が
最
も
広

く
行
な
わ
れ
た
と
し
、
①
「
愛
国
が
天
皇
の
道
で
あ
る
と
す
る
も

の
」、
②
「
愛
国
は
神
国
の
道
で
あ
る
と
す
る
も
の
」
の
二
類
型
に

分
類
で
き
る
と
し
た
（
（（
（

。
ま
た
羽
賀
祥
二
氏
は
、
明
治
前
期
の
「
敬
神

愛
国
」
思
想
を
検
討
す
る
な
か
で
、
当
時
の
教
化
本
に
お
け
る
「
敬

神
愛
国
」
の
解
釈
に
は
、
①
「
神
話
的
愛
国
論
」
と
、
②
「
富
国
強

兵
的
愛
国
論
」
の
二
つ
の
傾
向
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
（
（（
（

。
ま
ず
平
田

氏
の
見
解
を
踏
ま
え
て
み
る
な
ら
ば
、
清
廉
は
「
敬
神
」
と
「
愛

国
」
が
一
体
の
も
の
と
し
て
捉
え
、「
天
皇
ノ
大
御
心
ヲ
心
ト
シ
テ

国
家
ノ
益
ヲ
興
シ
、
国
用
ヲ
足
シ
、
自
ハ
素
ヨ
リ
他
ノ
智
識
ヲ
モ
開

ン
ト
力
ヲ
尽
シ
テ
、
怠
ラ
サ
ル
」
こ
と
が
「
愛
国
」
で
あ
る
と
説
い

て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
愛
国
が
天
皇
の
道
で
あ
る
と
す
る
も

の
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
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る
。
ま
た
羽
賀
氏
の
見
解
を
踏
ま
え
て
み
る
な
ら
ば
、
清
廉
は
物
産

の
流
通
、
草
木
の
植
生
・
採
取
、
天
皇
の
大
御
心
を
説
い
て
い
る
と

こ
ろ
を
見
る
と
、
そ
れ
は
「
恩
へ
の
報
謝
に
愛
国
の
本
質
を
み
る
敬

神
愛
国
思
想
（
神
話
的
愛
国
論
）」（『
明
治
維
新
と
宗
教
』
二
九
四
頁
）

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
と
言
え
よ
う
。

　

第
二
条
「
天
理
人
道
」
の
解
釈
で
は
、
ま
ず
「
天
理
則
神
理
」

（
同
上
）
と
述
べ
、
第
一
条
で
述
べ
た
神
理
を
知
る
こ
と
が
、「
天
理

ヲ
明
ニ
ス
ル
」
こ
と
に
繋
が
る
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
「
我
魂
ハ
三

神
ノ
賦
与
シ
給
ヒ
シ
」（
同
上
）
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
其
魂
ノ
神
ノ

御
心
ニ
反
」（
同
上
）
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
ま
た
「
五

倫
ノ
道
ハ
、
已
ニ
神
ヨ
リ
賦
与
シ
玉
ヒ
テ
、
人
々
違
フ
ル
モ
ノ
ニ
非

ル
理
ナ
リ
」（
同
上
）
と
述
べ
、
儒
教
的
徳
目
で
あ
る
五
倫
の
道
を

遵
守
す
べ
き
こ
と
を
論
ず
る
（
（（
（

。
こ
の
五
倫
が
「
人
道
」
に
当
た
る
。

そ
れ
が
「
神
ヨ
リ
賦
与
」
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
の
は
注
意
を
要

す
る
で
あ
ろ
う
。
清
廉
に
と
っ
て
は
、
こ
の
「
天
理
人
道
」
も
、
結

局
は
「
敬
神
ヨ
リ
立
ツ
」（
同
上
・
四
〇
頁
）
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た

彼
は
五
倫
の
な
か
で
も
、
特
に
「
君
臣
」
と
「
父
子
」
を
重
視
し
て

い
る
。
そ
れ
は
「
父
子
ノ
道
、
立
ス
シ
テ
一
家
斉
フ
コ
ト
ナ
ク
、
君

臣
ノ
道
乱
テ
天
下
治
ル
コ
ト
ナ
シ
。
能
々
心
ヲ
ヒ
ソ
メ
テ
此
理
ヲ
忘

ル
可
ラ
サ
ル
ナ
リ
」（
同
上
）
と
述
べ
て
い
る
点
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
条
「
皇
上
奉
戴
・
朝
旨
遵
守
」
の
解
釈
で
は
、「
皇
上
奉
戴
」

の
ほ
う
に
主
力
が
注
が
れ
て
い
る
。
天
照
大
神
が
皇
孫
邇
々
杵
命
に

国
土
の
統
治
を
委
任
し
た
の
は
「
億
兆
愛
撫
」
の
た
め
で
あ
り
、
皇

国
の
億
兆
は
「
君
上
ニ
保
護
ヲ
受
」（
同
上
）
け
て
い
る
。
こ
れ
は

「
皆
神
恩
ノ
深
キ
所
」（
同
上
）
で
あ
り
、
天
皇
の
「
大
政
ニ
一
事
一

言
ト
シ
テ
億
兆
ノ
為
」（
同
上
・
四
一
頁
）
で
な
い
も
の
は
な
い
の
で

あ
る
か
ら
、「
此
意
ヲ
人
々
体
認
ス
ヘ
キ
」（
同
上
）
で
あ
る
と
論
じ

て
い
る
。

　

以
上
が
『
神
教
三
条
大
意
』
の
内
容
で
あ
る
が
、
清
廉
の
結
論
は

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
右
三
条
ノ
大
意
、
云
ヒ
モ
チ
行
ケ

ハ
、
敬
神
ノ
条
下
ニ
テ
愛
国
、
天
理
人
道
、
皇
〔
上
〕
奉
戴
、
朝
旨

遵
奉
ノ
道
皆
備
レ
リ
ト
云
ヘ
リ
。
然
レ
ハ
敬
神
ハ
綱
ニ
シ
テ
、
他
ハ

目
ナ
リ
ト
云
ヒ
テ
可
ナ
リ
」（
同
上
）
と
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

『
神
教
三
条
大
意
』
は
、「
敬
神
」
の
綱
目
に
、「
愛
国
」「
天
理
人

道
」「
皇
上
奉
戴
・
朝
旨
遵
守
」
の
す
べ
て
が
備
わ
っ
て
い
る
と
見

な
す
点
に
、
そ
の
最
大
の
特
色
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三　

田
中
知
邦
『
示
蒙
教
導
三
条
略
弁
』（
明
治
六
年
一
月
）

　
「
三
条
教
則
」
の
衍
義
書
は
、
神
仏
両
方
と
も
明
治
六
年
に
入
っ

て
か
ら
多
く
な
る
。
そ
の
な
か
で
も
田
中
知
邦
（
一
八
四
五
―
一
九
一

八
）
の
『
示
蒙
教
導
三
条
略
弁
』
は
、
神
道
系
で
は
比
較
的
早
い
時

期
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
知
邦
は
、
近
江
国
栗
太
郡
辻
村
（
現

滋
賀
県
栗
東
市
）
の
郷
士
に
生
ま
れ
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
九
月

三
日
、
同
じ
近
江
出
身
の
国
学
者
西
川
吉
輔
の
紹
介
で
気
吹
舎
に
入
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門
。
維
新
後
は
神
祇
官
史
生
・
宣
教
権
少
主
典
・
教
部
省
十
一
等
出

仕
・
同
権
中
録
を
経
て
、
敢
国
神
社
権
宮
司
兼
中
講
義
・
大
原
野
神

社
権
宮
司
・
日
吉
神
社
少
宮
司
兼
大
講
義
を
歴
任
し
た
。
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
八
月
以
降
は
行
政
面
で
活
躍
し
、
滋
賀
県
敦
賀
郡
長
・

同
甲
賀
郡
長
・
滋
賀
県
属
・
島
根
県
野
義
郡
長
・
島
根
県
参
事
官
・

島
根
県
鹿
足
郡
長
な
ど
を
歴
任
し
た
（
（（
（

。
知
邦
が
刊
行
し
た
『
示
蒙
教

導
三
条
略
弁
』（
以
下
『
三
条
略
弁
』
と
略
す
）
は
、
そ
の
末
尾
に
よ

れ
ば
、「
明
治
五
年
の
秋
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
こ
ろ
に
は
す
で
に
脱

稿
し
て
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
跋
文
に
「
童
蒙
の
需
め

に
よ
り
て
教
導
三
条
の
大
意
を
撮
録
す
る
所
な
り
」（
資
料
集
上
巻
・

一
一
〇
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、「
三
条
教
則
」
の
内
容
を
子
ど
も
に
分

か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
に
著
わ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
第
一
条
「
敬
神
」
の
解
釈
で
は
、「
天
地
人
間
万
物
を
鎔
造

化
育
し
給
へ
る
の
大
霊
に
て
、
謂
ゆ
る
天
神
地
祇
」（
同
上
・
一
〇
八

頁
）
と
い
う
よ
う
に
、「
天
神
造
化
説
」
の
立
場
に
立
ち
つ
つ
も
、

造
化
三
神
そ
の
も
の
は
強
調
せ
ず
、
特
に
崇
敬
す
べ
き
神
と
し
て
、

①
天
照
皇
大
神
、
②
大
国
主
神
、
③
産
土
神
を
挙
げ
て
い
る
点
に
特

徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
①
天
照
皇
大
神
は
、「
無
上
至
尊
た

る
天
祖
」「
天
上
の
大
主
宰
」
で
あ
り
、「
万
古
無
窮
の
高
天
原
に
座

ま
し
て
六
合
を
照
臨
し
、
万
の
も
の
を
化
育
し
給
ふ
大
御
神
也
」

（
同
上
）
と
捉
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
皇
祖
神
」
と
し
て
天
照
皇

大
神
を
捉
え
る
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
「
天
上
の
主
宰
神
」
あ
る
い

は
「
太
陽
神
」
と
し
て
、
天
照
皇
大
神
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
言
え

よ
う
。
②
大
国
主
神
と
③
産
土
神
の
場
合
は
、
国
井
清
廉
と
同
様
に
、

「
産
須
那
社
」
信
仰
論
に
基
づ
い
て
、「
大
国
主
神
は
地
球
中
の
幽
事

を
総
括
し
た
ま
ふ
の
大
神
な
り
。
又
産
土
神
は
各
そ
の
土
地
を
分
掌

し
、
殊
に
其
氏
子
を
愛
護
し
給
ふ
の
大
神
也
。
然
れ
ば
大
国
主
神
産

土
神
を
も
誠
敬
奉
事
せ
ず
む
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
」（
同
上
）
と
述
べ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
き
た
上
で
、
知
邦
は
「
敬
神
」
に
関
し
て
次

の
よ
う
に
結
論
す
る
。「
神
祇
の
徳
実
に
洪
大
無
辺
、
億
兆
み
な
此

恩
頼
を
蒙
る
こ
と
、
山
嶽
よ
り
た
か
く
滄
海
よ
り
ふ
か
し
。
敬
せ
ず

む
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
其
恩
に
報
せ
ず
む
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
夫
敬

神
の
要
は
各
固
有
の
誠
真
を
以
て
崇
奉
敬
事
し
、
神
の
大
御
心
を
心

と
し
て
其
職
に
従
事
す
る
の
外
な
か
る
べ
し
」（
同
上
）
と
。
要
す

る
に
、
知
邦
と
っ
て
「
敬
神
」
と
は
、
神
祇
の
恩
徳
に
「
各
固
有
の

誠
真
を
以
て
崇
奉
敬
事
し
神
の
大
御
心
を
心
と
し
て
」、
自
ら
の
職

分
に
従
事
す
る
こ
と
だ
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、「
神
恩

神
徳
論
」
に
基
づ
く
「
敬
神
」
論
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

つ
い
で
「
愛
国
」
の
解
釈
を
見
て
み
る
と
、「
愛
国
」
を
「
自
国

を
重
愛
す
る
の
義
也
」（
同
上
）
と
し
、
そ
の
理
由
を
「
内
外
の
万

邦
悉
く
天
神
天
祖
の
造
化
に
あ
ら
ざ
る
な
く
、
其
人
民
も
皆
天
神
天

祖
の
愛
育
に
洩
る
ゝ
こ
と
な
し
」（
同
上
）
と
説
明
し
て
い
る
。
言

わ
ば
「
天
神
造
化
説
」
並
び
に
「
神
恩
神
徳
論
」
に
基
づ
く
「
愛
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国
」
論
と
言
え
よ
う
。
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
平
田
俊
春
氏
の
い
う

「
愛
国
は
神
国
の
道
で
あ
る
と
す
る
も
の
」、
ま
た
羽
賀
祥
二
氏
の
い

う
「
神
話
的
愛
国
論
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う

が
、
知
邦
の
「
愛
国
」
論
の
本
領
は
、
次
の
箇
所
に
最
も
よ
く
表
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

殊
に
皇
国
の
人
民
は
天
神
天
祖
の
極
を
立
て
統
を
垂
れ
、
列
皇

相
承
け
相
継
ぎ
、
億
万
歳
変
替
な
く
、
実
に
万
邦
に
比
類
な
き

最
上
の
国
に
生
育
し
て
あ
れ
ば
、
自
国
を
重
愛
す
べ
き
の
本
を

明
に
し
て
、
皇
国
の
皇
国
た
る
所
以
を
察
し
、
外
国
も
一
地
球

中
の
世
界
な
れ
ば
猥
り
に
軽
憎
す
る
の
心
な
く
、
天
神
天
祖
の

万
邦
を
造
化
し
玉
ひ
し
広
大
の
神
意
を
体
認
す
べ
し
。
抑
自
国

を
重
愛
す
る
は
国
家
を
富
昌
に
し
、
兵
力
を
強
大
に
し
、
以
て

皇
威
を
万
邦
に
輝
張
せ
し
む
る
を
要
と
す
（
同
上
、
一
〇
八
―
一

〇
九
頁
）。

　

こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
愛
国
」
論
は
、
む
し
ろ
羽
賀
祥
二
氏
の
い
う
、

も
う
一
つ
の
「
愛
国
」
論
で
あ
る
「
富
国
強
兵
的
愛
国
論
」
に
近
い

も
の
が
あ
る
。

　

第
二
条
「
天
理
人
道
」
の
解
釈
で
は
、「
天
地
造
化
の
神
理
と
人

間
の
行
ふ
べ
き
本
道
と
を
昭
明
に
す
る
の
義
」（
同
上
・
一
〇
九
頁
）

と
述
べ
、「
天
理
」
と
「
人
道
」
を
そ
れ
ぞ
れ
解
釈
し
て
い
く
。
ま

ず
「
天
理
」
は
、「
造
化
の
神
理
に
し
て
謂
ゆ
る
事
物
の
則
な
り
。

（
中
略
）
凡
て
の
事
物
に
之
を
具
備
せ
ざ
る
こ
と
な
し
。
之
を
正
善

に
働
さ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
」（
同
上
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ

で
知
邦
は
、「
事
物
の
則
（
法
則
）」
の
こ
と
で
あ
る
と
言
い
換
え
、

こ
れ
を
正
し
く
善
い
方
向
に
働
か
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
説
い

て
い
る
。
次
に
「
人
道
」
で
は
、「
人
道
と
は
人
の
行
ふ
べ
き
路
に

し
て
、
君
臣
親
子
主
従
夫
婦
兄
弟
長
幼
朋
友
の
彜
倫
是
な
り
」（
同

上
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
清
廉
と
同
じ
よ
う
に
、
儒

教
的
徳
目
で
あ
る
五
倫
が
「
人
の
行
ふ
べ
き
路
」
と
し
て
示
さ
れ
て

い
る
。
つ
い
で
知
邦
は
、「
天
理
」
と
「
人
道
」
と
は
一
体
で
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
が
「
道
理
暗
昧
な
る
時
は
正
邪
善
悪
の
別
」
も
つ
か
な

く
な
る
ば
か
り
で
な
く
、「
正
善
を
誤
り
て
邪
悪
に
惑
溺
し
、
本
道

を
失
ふ
て
横
路
に
迷
入
す
る
の
憂
慮
な
き
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
」

（
同
上
）
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、「
天
理
」
が
明
ら
か
で
な
け
れ
ば
、

「
人
道
」
を
正
し
く
行
な
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
説
い
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

第
三
条
「
皇
上
奉
戴
・
朝
旨
遵
守
」
の
解
釈
で
は
、
知
邦
は
「
皇

上
奉
戴
」
を
「
皇
孫
た
る
天
皇
を
尊
崇
奉
事
す
る
の
義
也
」（
同
上
）

と
定
義
し
、
天
皇
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
の
か
を
、
次
の
よ
う

に
説
い
て
い
る
。「
そ
れ
皇
孫
天
皇
は
日
神
天
照
皇
大
神
の
御
正
胤

に
座
ま
し
、
神
代
の
昔
皇
孫
瓊
々
杵
尊
御
祖
の
勅
を
奉
じ
て
日
向
国

高
千
穂
の
峯
に
降
り
、
此
大
日
本
国
を
君
臨
し
給
ひ
し
よ
り
以
降
当

今
に
至
る
ま
で
、
一
百
数
十
代
皇
統
連
綿
変
る
こ
と
な
く
、
動
く
こ

と
な
く
、
天
津
日
嗣
を
知
食
し
給
ふ
は
最
も
天
神
天
祖
の
神
慮
に
出
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で
ゝ
万
邦
に
比
類
な
き
所
に
し
て
、
地
球
上
の
無
上
至
尊
た
る
こ
と

著
明
な
り
」（
同
上
）
と
。
第
一
条
に
お
い
て
、
天
照
皇
大
神
が
「
天

上
の
大
主
宰
」
と
捉
え
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
天
皇
を

「
地
球
上
の
無
上
至
尊
」
と
、
対
比
さ
せ
て
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て

天
照
皇
大
神
は
、
第
一
条
の
場
合
と
は
や
や
異
な
り
、
こ
こ
で
は

「
皇
祖
神
」
と
し
て
の
側
面
が
強
く
出
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
知
邦
は
、
人
々
が
安
穏
無
事
に
暮
ら
し
て
い
け
る
の
は
、「
皇

恩
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
報
謝
す
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い

る
。
次
に
「
朝
旨
遵
守
」
に
つ
い
て
は
、「
国
家
を
富
強
に
し
億
兆

を
安
全
な
ら
し
め
給
は
ん
が
為
に
立
給
へ
る
政
令
に
戻
ら
ず
、
悉
皆

遵
奉
堅
守
せ
し
む
る
の
義
也
」（
同
上
・
一
一
〇
頁
）
と
定
義
し
、
遵

守
の
理
由
を
「
政
令
に
背
戻
す
る
も
の
は
謂
ゆ
る
違
勅
に
し
て
、
天

神
地
祇
の
御
心
に
も
悖
る
べ
し
。
然
る
と
き
は
生
き
て
は
不
忠
不
孝

の
人
と
な
り
、
悪
名
を
千
載
に
残
し
、
死
に
て
は
其
霊
魂
直
に
本
に

帰
る
こ
と
能
は
ず
。
神
祇
の
冥
罰
免
か
れ
が
た
く
遁
が
れ
難
し
。
尤

も
憫
然
の
至
り
な
り
」（
同
上
）
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
「
神
賞
神
罰

論
」
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は

「
朝
旨
遵
守
」
が
「
神
賞
神
罰
」
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
知
邦
に
お
い
て
顕
著
に
見
ら
れ
る
特
色
で
あ
り
（
（（
（

、

『
三
条
略
弁
』
の
特
色
の
一
つ
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

四　

田
中
頼
庸
『
三
条
演
義
』（
明
治
六
年
四
月
）

　

明
治
六
年
四
月
に
至
っ
て
、「
三
条
教
則
」
衍
義
書
中
、「
白
眉
」

の
も
の
と
し
て
高
い
評
価
を
得
る
こ
と
に
な
る
衍
義
書
が
登
場
す
る
。

田
中
頼
庸
（
一
八
三
六
―
一
八
九
七
）
の
『
三
条
演
義
』
で
あ
る
。
頼

庸
は
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
五
月
二
十
一
日
、
薩
摩
藩
士
田
中

四
郎
左
衛
門
の
長
男
と
し
て
、
鹿
児
島
城
下
稲
荷
町
に
生
ま
れ
、
明

治
初
年
に
は
藩
校
造
士
館
の
国
学
局
で
国
学
を
講
じ
、
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
以
降
、
神
祇
省
十
等
出
仕
・
教
部
省
八
等
出
仕
・
教
部

大
録
を
経
て
伊
勢
神
宮
大
宮
司
・
神
宮
教
初
代
管
長
を
歴
任
し
た
人

物
で
あ
る
。
教
導
職
と
し
て
は
、
明
治
六
年
に
権
少
教
正
に
就
任
し

た
の
を
手
始
め
に
、
同
九
年
（
一
八
七
六
）
十
月
に
は
、
教
導
職
の

最
高
位
で
あ
る
大
教
正
に
就
任
し
た
。
彼
は
ま
た
、
明
治
期
を
代
表

す
る
国
学
者
の
一
人
で
あ
る
が
、
二
宮
岳
南
の
『
田
中
頼
庸
先
生
』

（
写
本
・
鹿
児
島
県
立
図
書
館
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
「
学
問
は
全
く

之
を
天
稟
に
発
し
嘗
て
師
事
す
る
所
無
く
独
学
に
し
て
成
れ
る
も

の
」（
九
丁
）
で
あ
っ
た
と
い
う
（
（（
（

。

　

こ
の
『
三
条
演
義
』
が
高
い
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
は
（
（（
（

、
高
木
真

蔭
『
三
則
論
題
略
解
』
上
巻
（
明
治
六
年
七
月
）、
松
野
真
維
『
三
条

演
義
翼
』（
明
治
六
年
八
月
）
の
よ
う
に
、『
三
条
演
義
』
を
敷
衍
し

た
内
容
の
衍
義
書
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
国
立
国
会
図
書
館

所
蔵
『
社
寺
取
調
類
纂
』
の
な
か
に
、「
三
条
演
義
ヲ
敷
演
シ
テ
平
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易
ナ
ル
教
典
ヲ
作
ル
儀
」
と
い
う
文
書
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
う
こ

と
が
で
き
る
（
（（
（

。
ま
た
後
世
に
お
い
て
、「
一
小
冊
子
乍
ら
此
の
種
の

文
献
（「
三
条
教
則
」
衍
義
書
―
引
用
者
註
）
中
最
も
早
出
且
つ
広
く
読

ま
れ
た
書
物
で
、
明
治
初
期
の
神
道
思
想
並
び
に
実
際
運
動
の
源
泉

と
な
っ
た
価
値
あ
る
文
献
」（
高
市
慶
雄
稿
「
三
条
演
義
・
神
教
要
旨
略

解
解
題
」
明
治
文
化
研
究
会
編
『
明
治
文
化
全
集
』
宗
教
篇
、
日
本
評
論
社
、

平
成
四
年
復
刻
版
、
二
頁
）
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
神
官
教

導
職
の
あ
い
だ
で
、
最
も
標
準
か
つ
正
統
と
さ
れ
た
「
三
条
教
則
」

の
解
釈
が
窺
え
る
点
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
衍
義
書
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。
こ
の
『
三
条
演
義
』
は
、
大
沢
清
臣
の
跋
文
に
見
え
る
ご
と

く
、「
説
教
せ
ん
人
の
た
め
」
に
、「
本
教
の
要
領
」
を
「
手
に
と
る

如
く
あ
き
ら
け
く
、
ま
さ
や
け
く
、
説
諭
」（
資
料
集
上
巻
・
一
四
一

頁
）
し
た
も
の
で
あ
り
、
国
井
清
廉
の
場
合
と
同
様
、
教
導
職
を
対

象
と
し
た
衍
義
書
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　

第
一
条
「
敬
神
愛
国
」
の
解
釈
を
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
神
祇
を

「
天
祖
天
神
を
始
奉
り
、
総
て
朝
典
に
列
す
る
大
小
の
神
祇
及
土
地

の
産
土
神
氏
神
等
を
謂
な
り
」（
同
上
・
一
三
五
頁
）
と
定
義
し
た
の

ち
（
（（
（

、
直
ち
に
「
凡
そ
神
を
敬
し
、
祭
り
を
慎
し
む
は
、
国
を
治
る
の

要
道
に
し
て
、
皇
祖
天
神
（
造
化
三
神
―
引
用
者
註
）
の
詔
を
以
て
天

下
万
世
の
法
と
定
給
へ
る
皇
政
の
大
本
に
し
て
、（
中
略
）
爾
来
歴

世
の
天
皇
皆
其
御
志
を
継
せ
給
ひ
て
、
神
祭
を
第
一
と
し
、
国
の
為

民
の
為
に
福
を
祈
り
災
を
攘
ひ
、
衣
食
の
道
治
り
、
上
下
各
其
所
を

得
て
皇
猷
を
恢
弘
し
、
天
下
を
平
治
し
給
ふ
」（
同
上
・
一
三
五
―
一

三
六
頁
）
と
述
べ
、「
祭
政
一
致
」
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
、

『
三
条
演
義
』
に
お
け
る
「
敬
神
」
解
釈
の
特
色
の
一
つ
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。『
三
条
演
義
』
の
「
祭
政
一
致
」
論
は
、

次
の
文
章
に
明
瞭
で
あ
る
。

皇
祖
天
神
の
祭
祀
を
ば
皇
政
の
第
一
と
定
ら
れ
し
本
原
を
熟
考

す
る
に
、
此
世
界
の
最
初
は
皇
祖
三
神
無
始
よ
り
天
地
造
化
の

本
祖
と
し
、
世
界
を
鎔
造
し
、
神
聖
を
化
生
し
、
伊
弉
諾
伊
弉

冉
尊
に
至
て
夫
婦
の
礼
を
行
ひ
、
神
人
を
産
生
し
、
国
土
万
物

を
発
育
し
、
日
月
風
火
金
水
土
衣
食
住
等
の
神
よ
り
凡
て
天
地

の
間
に
有
ゆ
る
事
物
を
悉
く
分
掌
る
八
百
万
神
を
生
給
て
、
各

相
制
し
相
助
け
て
、
四
時
行
は
れ
、
人
民
万
物
生
々
蕃
息
し
て
、

神
化
の
玄
妙
な
る
こ
と
宇
宙
の
生
類
皆
其
恩
徳
を
蒙
ら
ざ
る
無

し
。
さ
れ
ば
皇
上
は
専
ら
天
下
の
為
に
神
祇
を
礼
し
、
感
得
を

得
て
人
民
を
育
し
、
国
家
を
治
め
給
ふ
べ
き
天
職
な
り
。
故
に

其
造
化
の
本
祖
た
る
皇
祖
天
神
の
神
慮
を
以
て
定
給
ひ
し
万
古

不
易
の
大
経
な
れ
ば
、
実
に
国
を
治
む
る
の
要
道
は
神
祭
よ
り

大
な
る
は
無
し
（
同
上
・
一
三
六
頁
）

　

こ
こ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
祭
政
一
致
」
論
が
、「
神
恩
神
徳
論
（
（（
（

」

に
基
づ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
そ
れ
は
ま
ず

「
宇
宙
の
生
類
皆
其
恩
徳
を
蒙
」
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
窺
う
こ
と

が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
天
皇
は
「
専
ら
天
下
の
為
に
神
祇
を
礼
し
、
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感
得
を
得
て
人
民
を
育
し
、
国
家
を
治
め
」
て
い
る
と
し
て
、
天
皇

の
統
治
も
神
々
の
恩
恵
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
国
体
は
「
皇
祖
天
神
の
神

慮
を
以
て
定
給
ひ
し
万
古
不
易
の
大
経
」
で
あ
る
ゆ
え
に
、「
国
を

治
む
る
の
要
道
は
神
祭
よ
り
大
な
る
は
無
し
」
と
す
る
。
こ
こ
に

「
皇
祖
天
神
」
は
、
ま
ず
「
天
地
造
化
」
を
行
な
っ
た
存
在
で
あ
る

と
と
も
に
、「
祭
政
一
致
」
の
国
体
を
定
め
た
存
在
と
し
て
も
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
、「
祭
政
一
致
」
と
「
敬
神
」
は
ど
の
よ
う
に
繋
が
る

の
だ
ろ
う
か
。『
三
条
演
義
』
は
「
天
神
地
祇
を
総
祭
ら
せ
給
ふ
所

は
天
皇
の
天
職
に
し
て
、
天
下
の
臣
民
も
神
と
皇
と
の
恩
頼
を
蒙
る

所
な
れ
ば
、
深
く
此
旨
を
体
し
て
、
専
ら
皇
祖
天
神
及
び
産
土
神
を

尊
敬
し
て
、
水
旱
を
除
き
豊
熟
を
祷
る
べ
し
」（
同
上
）
と
述
べ
て

い
る
。
天
皇
の
統
治
は
神
々
の
恩
恵
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
ゆ
え
、

天
皇
の
第
一
の
仕
事
は
「
天
神
地
祇
を
総
祭
」
る
こ
と
に
あ
る
。
ま

た
「
天
下
の
臣
民
も
神
と
皇
と
の
恩
頼
を
蒙
」
っ
て
い
る
ゆ
え
、

「
深
く
此
旨
を
体
し
て
、
専
ら
皇
祖
天
神
及
び
産
土
神
を
尊
敬
し
て
、

水
旱
を
除
き
豊
熟
を
祷
る
」
こ
と
が
「
敬
神
」
と
な
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
ま
ず
明
治
政
府
が
「
祭
政
一
致
」
の
原
則
に
則
っ
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
天
皇
の
政
治
が
皇
祖
天
神
へ
の
「
敬
神
」
を
基
本

に
し
て
い
る
こ
と
（
（（
（

に
注
意
を
喚
起
し
、
こ
れ
ら
が
神
々
の
恩
徳
に

よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
と
す
る
「
敬
神
」
論
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
『
三
条
演
義
』
に
は
、
こ
れ
と
密
接
に
関
連
す
る
も
う
一
つ

の
「
敬
神
」
論
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
『
三
条
演
義
』
は
、「
神
を
敬
す
る
に
、
神
恩
の
尊
き
を
知
ら
ざ
れ

ば
、
真
の
敬
心
は
起
る
者
に
非
ず
」（
同
上
）
と
し
て
、
神
々
の
恩

恵
に
い
か
に
報
い
る
べ
き
か
を
論
じ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
人
の

霊
魂
が
「
天
神
の
賦
る
所
」（
同
上
）
で
あ
る
と
い
う
点
を
挙
げ
て

い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
霊
魂
は
「
神
界
に
復
命
し
て
は
無
窮
に
神
と
な

る
者
」
で
あ
り
、「
一
善
も
具
ず
と
云
こ
と
無
し
」（
同
上
）。
つ
ま

り
天
神
に
よ
っ
て
授
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
人
の
霊
魂
は
神
と
な
る

資
格
を
も
ち
、
本
質
的
に
「
善
」
で
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
続
い
て
「
神
賞
神
罰
論
」
が
展
開
さ
れ
、
ま
た
「
顕
幽

の
分
界
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
が
、
後
者
で
は
、
天
照
大
神
・
皇

孫
尊
（
瓊
瓊
杵
尊
）・
大
国
主
神
・
産
土
神
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

・
天
照
大
神
＝
「
宇
宙
の
大
主
宰
に
し
て
、
万
神
無
上
の
至
尊
」

・
皇
孫
尊
＝
「
天
下
の
大
君
」
で
あ
り
「
専
ら
顕
世
の
人
道
を

統
治
」

・
大
国
主
神
＝
「
幽
世
の
神
事
」
を
総
掌

・
産
土
神
＝
大
国
主
神
の
神
慮
を
受
け
て
「
各
其
職
を
分
掌
」

し
、「
人
民
を
蕃
息
し
、
化
育
を
纉
述
し
て
、
皇
朝
の
大
政

を
幽
に
助
」
け
る

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
神
賞
神
罰
論
」
と
「
顕
幽
の
分
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界
」
は
、
こ
の
ほ
か
の
「
三
条
教
則
」
衍
義
書
に
も
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
説
明
自
体
に
は
そ
れ
ほ
ど
特
色
は
な
い
。
こ
こ

で
「
神
賞
神
罰
論
」
と
「
顕
幽
の
分
界
」
が
論
じ
ら
れ
る
の
は
、

「
凡
て
天
地
の
間
は
神
明
の
在
ぬ
所
な
く
、
善
悪
の
行
は
神
明
の
知

ざ
る
所
無
き
の
み
な
ら
ず
、
吾
が
霊
魂
は
天
神
の
賦
り
て
造
化
の
中

に
胎
息
す
る
者
な
れ
ば
、
一
言
一
動
も
隠
す
こ
と
」（
同
上
）
が
で

き
ず
、「
善
悪
の
賞
罰
は
遅
速
の
差
は
あ
れ
ど
も
、
禍
福
の
報
応
は

終
に
免
る
能
は
ざ
れ
ば
、
人
は
生
前
よ
り
死
後
に
至
る
ま
で
、
神
明

の
賞
罰
は
免
れ
難
き
理
を
能
く
弁
」（
同
上
）
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
論
じ
る
た
め
で
あ
る
。
結
局
、『
三
条
演
義
』
の
い
う

「
敬
神
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は
次
の
文
章
に
明
瞭
に
表
わ
れ
て
い
る

と
言
え
よ
う
。

天
神
の
賦
る
本
分
を
尽
し
て
、
善
を
行
ひ
、
徳
を
積
む
者
は
、

顕
世
の
中
は
有
徳
の
人
と
為
り
、
神
界
に
復
命
し
て
は
有
功
の

神
と
為
り
て
永
世
の
福
を
蒙
り
、
上
は
吾
天
皇
を
祝
ひ
福
奉
り
、

下
は
其
子
孫
を
も
守
り
助
く
べ
き
こ
と
、
天
神
の
賦
る
本
分
に

し
て
、
神
恩
の
尊
き
こ
と
是
よ
り
大
な
る
は
無
し
。
人
た
る
者

の
務
め
行
べ
き
敬
神
の
要
道
な
り
（
同
上
・
一
三
七
―
一
三
八
頁
）

　

要
す
る
に
、『
三
条
演
義
』
に
お
け
る
「
敬
神
」
と
は
、
天
神
か

ら
賦
与
さ
れ
た
「
本
分
」
を
尽
し
て
善
徳
を
積
む
こ
と
。
そ
し
て
、

神
々
の
恩
恵
の
尊
さ
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

以
上
が
『
三
条
演
義
』
の
「
敬
神
」
解
釈
で
あ
る
が
、
次
に
「
愛

国
」
解
釈
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
二
通
り
の
見
解
が

あ
る
。
平
田
俊
春
氏
は
、
明
治
五
年
十
月
に
刊
行
さ
れ
た
神
道
大
教

正
・
諸
宗
大
教
正
の
『
三
条
略
解
（
（（
（

』
の
立
場
を
率
直
に
受
け
て
、

「
敬
神
」
と
「
愛
国
」
を
別
個
に
説
い
て
い
る
も
の
と
し
て
、
こ
の

『
三
条
演
義
』
を
挙
げ
て
い
る
（
（（
（

。
ま
た
武
田
幸
也
氏
は
、
先
に
引
用

し
た
「
天
神
の
賦
る
本
分
を
尽
し
て
、
善
を
行
ひ
」
云
々
と
い
う
箇

所
に
見
出
さ
れ
る
「
敬
神
の
概
念
は
そ
の
ま
ま
愛
国
の
概
念
と
も
関

連
す
る
」
と
述
べ
た
（
（（
（

。
要
す
る
に
、「
敬
神
」
と
「
愛
国
」
が
別
個

に
説
か
れ
て
い
る
の
か
、
は
た
ま
た
関
連
し
て
説
か
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
二
通
り
の
見
解
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
に
注
意

し
な
が
ら
、
以
下
に
『
三
条
演
義
』
の
「
愛
国
」
解
釈
を
見
て
い
く

こ
と
に
し
た
い
。

　
『
三
条
演
義
』
で
は
、
ま
ず
天
神
の
恩
恵
に
よ
っ
て
人
び
と
が
国

土
で
生
活
で
き
る
こ
と
を
述
べ
、「
国
を
愛
し
生
を
厚
う
す
る
道
」

（
＝
「
愛
国
」）
が
、
国
土
に
住
す
る
人
び
と
全
体
の
問
題
で
あ
る
こ

と
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
夫
国
の
本
は
人
に
し
て
、

人
の
本
は
君
な
れ
ば
、
国
を
愛
す
る
は
君
を
愛
す
る
所
以
な
り
」

（
同
上
）
と
い
う
よ
う
に
、
天
皇
を
本
と
し
た
「
愛
国
」
が
説
か
れ
る
。

そ
こ
で
「
誠
に
天
下
の
人
民
は
、
各
吾
祖
先
よ
り
職
を
継
ぎ
業
を
承

て
、
神
皇
の
歴
世
仕
来
れ
る
開
闢
以
来
の
臣
子
な
れ
ば
、
百
官
士
夫

よ
り
億
兆
万
民
に
至
る
ま
で
最
能
く
此
理
を
弁
へ
て
、
各
相
生
養
す

る
の
道
を
尽
し
、
其
君
父
の
国
を
愛
し
て
、
天
地
日
月
と
共
に
一
系
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の
皇
統
を
吾
大
君
と
仰
ぎ
奉
る
べ
き
」（
同
上
）
こ
と
が
、『
三
条
演

義
』
の
い
う
「
愛
国
」
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
、「
天
祖

天
神
の
定
給
へ
る
万
古
不
易
の
国
体
」（
同
上
）
で
あ
る
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
見
て
み
る
と
、『
三
条
演
義
』
の
「
愛
国
」
解
釈

は
、
ま
ず
天
神
の
恩
恵
に
注
意
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、
天
皇
を
本
と

し
た
「
愛
国
」
が
「
天
祖
天
神
の
定
給
へ
る
万
古
不
易
の
国
体
」
で

あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
す

で
に
「
敬
神
」
解
釈
の
な
か
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点

か
ら
言
う
な
ら
ば
、「
敬
神
」
と
「
愛
国
」
は
関
連
し
て
い
る
と
見

る
の
が
適
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

次
に
第
二
条
「
天
理
人
道
」
の
解
釈
を
見
て
み
よ
う
。「
天
理
と

は
造
化
の
神
理
に
し
て
、
宇
宙
の
万
物
悉
く
此
理
を
具
へ
ざ
る
は
無

し
」（
同
上
・
一
三
八
頁
）
と
し
、
ま
た
「
人
は
万
物
の
霊
長
な
れ
ば
、

吾
に
具
へ
た
る
神
賦
の
理
の
任
に
踏
行
ふ
所
を
指
て
人
道
と
は
謂
な

り
」
と
し
て
、
神
々
よ
り
賦
与
さ
れ
た
「
理
」（
＝
「
天
理
」）
の
と

お
り
に
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
「
人
道
」
で
あ
る
と
述
べ
、「
君
臣

父
子
夫
婦
朋
友
は
人
道
の
最
大
な
る
も
の
」（
同
上
）
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
も
清
廉
・
知
邦
と
同
じ
よ
う
に
五
倫
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

如
何
な
る
理
由
に
よ
っ
て
か
、「
兄
弟
」（
長
幼
の
序
）
が
欠
け
て
い

る
点
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
『
三
条
演
義
』

に
お
け
る
「
人
道
」
解
釈
の
独
自
性
の
一
つ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。『
三
条
演
義
』
に
お
け
る
「
人
道
」
解
釈
は
、

「
君
臣
父
子
夫
婦
朋
友
」
そ
れ
ぞ
れ
に
説
明
を
施
す
こ
と
に
主
力
が

注
が
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
説
明
す
る
こ
と
は

し
な
い
が
、
こ
れ
ら
が
「
凡
て
天
理
の
任
に
踏
行
ふ
べ
き
所
の
要

道
」（
同
上
・
一
四
〇
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
条
「
皇
上
奉
戴
・
朝
旨
遵
守
」
の
解
釈
で
は
、
ま
ず
「
皇
上

と
は
、
天
照
大
神
の
御
正
統
の
大
君
に
し
て
、
天
下
の
人
民
を
御
治

あ
る
べ
き
為
に
此
皇
国
へ
降
奉
り
給
ひ
し
所
以
は
前
に
も
言
る
如
く
、

皇
孫
尊
に
『
豊
葦
原
水
穂
国
汝
将
知
国
也
』
と
詔
給
へ
る
も
、
全
て

国
土
人
民
を
統
治
め
給
ふ
べ
き
御
政
の
第
一
と
し
て
天
神
の
授
給
へ

る
所
な
り
。
朝
旨
と
は
、
朝
廷
よ
り
出
る
詔
旨
に
し
て
、
即
天
神
の

御
心
を
御
心
と
し
て
国
土
を
経
営
し
人
民
を
撫
育
し
給
ふ
所
な
り
」

（
同
上
・
一
四
〇
―
一
四
一
頁
）
と
、「
皇
上
」
と
「
朝
旨
」
を
説
明
す

る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
そ
し
て
前
者
で
は
、
な
に
ゆ
え
に
天
皇
が
日

本
を
統
治
し
て
い
る
の
か
を
説
く
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
、「
天
壌

無
窮
の
神
勅
」
に
よ
り
、「
国
土
人
民
を
統
治
め
給
ふ
べ
き
御
政
の

第
一
」
の
も
の
と
し
て
天
神
が
皇
孫
尊
に
授
け
た
か
ら
と
説
明
し
て

い
る
。
ま
た
後
者
で
は
、「
朝
廷
よ
り
出
る
詔
旨
」
の
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
「
天
神
の
御
心
を
御
心
と
し
て
国
土
を
経
営
し
人
民
を

撫
育
」
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
い
で
こ
れ
ら
を
展
開

し
て
、「
天
皇
の
御
職
は
永
世
不
朽
に
天
神
の
御
託
を
受
て
人
民
を

撫
育
」（
同
上
・
一
四
一
頁
）
す
る
こ
と
に
あ
り
、「
今
日
朝
廷
よ
り
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出
る
御
政
令
は
皆
天
皇
の
叡
慮
に
し
て
、
天
神
の
御
託
の
任
に
天
下

に
君
臨
し
人
民
を
撫
育
」（
同
上
）
す
る
こ
と
だ
と
述
べ
る
。
そ
し

て
「
時
勢
の
変
に
随
て
制
度
の
損
益
は
あ
れ
ど
も
、
天
地
の
大
道
は

終
古
一
理
な
れ
ば
、
当
時
の
朝
旨
を
遵
守
す
る
は
、
皇
上
を
奉
戴
す

る
所
に
し
て
、
神
明
を
敬
す
る
所
な
り
」（
同
上
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、

現
今
の
政
令
を
遵
守
す
る
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
天
皇
を
奉
戴
す
る
こ

と
に
繋
が
り
、
ま
た
神
明
を
敬
す
る
こ
と
に
も
な
る
と
述
べ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
朝
旨
遵
守
」
＝
「
皇
上
奉
戴
」
＝
「
敬
神
」
と
い
う

関
係
に
あ
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
田
中
頼
庸
の
『
三
条
演
義
』
の
内
容
を
見
て
き
た
が
、

『
三
条
演
義
』
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
で
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。

神
と
皇
と
の
恩
徳
は
、
天
地
の
大
も
、
古
今
の
遠
も
比
す
べ
か

ら
ざ
れ
ば
、
教
官
た
る
者
は
殊
に
此
理
を
能
弁
へ
て
、
天
神
地

祇
の
恩
徳
を
述
べ
、
祭
政
一
致
の
旨
を
発
し
て
、
風
を
易
へ
、

俗
を
正
く
す
る
の
教
法
を
宣
布
し
、
天
下
士
民
の
智
識
を
開
き

て
、
皇
統
一
系
の
国
体
を
明
弁
せ
し
む
る
べ
き
こ
と
、
説
教
の

要
務
な
り
（
同
上
）。
と
。

　

こ
の
文
章
に
は
、
教
導
職
が
説
教
す
る
に
お
い
て
、
何
が
重
要
な

の
か
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
ず
「
天
神
地
祇
の
恩
徳
」
を

述
べ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
い
で
「
祭
政
一
致
の
旨
を
発
し
て
、
風
を

易
へ
、
俗
を
正
く
す
る
の
教
法
を
宣
布
」
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
「
天
下
士
民
の
智
識
を
開
き
て
、
皇
統
一
系
の
国
体
」
を
国
民
に

対
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。『
三
条
演
義
』
の
目
的
は
、

こ
れ
ら
の
内
容
を
教
導
職
に
対
し
て
論
ず
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
え

よ
う
。五　

岡
本
経
春
『
三
則
示
蒙
』（
明
治
六
年
七
月
）

　

岡
本
経
春
（
一
八
一
九
―
一
八
八
〇
）
は
、
京
都
賀
茂
御
祖
神
社

（
下
鴨
神
社
）
大
宮
司
兼
権
少
教
正
を
務
め
た
人
物
で
、
賀
茂
別
雷
神

社
（
上
賀
茂
神
社
）
祠
官
岡
本
経
必
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
歌
人

の
山
本
季
鷹
に
学
び
、
慶
応
四
年
十
一
月
十
二
日
、
気
吹
舎
に
入
門

し
た
。
国
学
に
秀
で
て
い
た
た
め
、
静
寛
院
宮
（
和
宮
）
に
国
書
を

講
じ
た
経
験
を
も
ち
、
維
新
後
は
皇
学
所
講
官
や
、
賀
茂
御
祖
神
社

大
宮
司
を
務
め
た
。
明
治
前
期
に
お
け
る
京
都
神
道
界
の
第
一
人
者

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
（
（（
（

。
こ
こ
に
取
り
あ
げ
る
『
三
則
示
蒙
』
は
、

彼
の
代
表
的
著
作
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
、
そ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、

田
中
知
邦
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
子
ど
も
た
ち
に
「
三
条
教
則
」

の
大
意
を
解
き
明
か
そ
う
と
い
う
意
図
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

明
治
六
年
七
月
に
東
京
桧
物
町
に
て
脱
稿
し
、
刊
行
さ
れ
た
（
奥
書

に
拠
る
）。
ま
た
こ
の
『
三
則
示
蒙
』
は
、
そ
の
内
容
を
示
す
項
目

が
頭
註
に
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

　

経
春
は
、
ま
ず
「
敬
神
」
を
次
の
よ
う
に
説
く
。「
天
神
地
祇
ヲ

恭
敬
シ
テ
。
其
ノ
鴻
慈
大
恩
ヲ
感
謝
シ
奉
リ
。
国
家
ノ
禎
祥
ハ
云
モ

更
ナ
リ
。
近
ク
ハ
現
世
ノ
福
禄
ヲ
モ
祈
祷
ミ
。
殊
ニ
ハ
身
後
ヲ
モ
。
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依
頼
シ
奉
ル
ノ
道
ナ
リ
」（
資
料
集
上
巻
・
一
八
八
頁
）
と
。
つ
ま
り
、

天
神
地
祇
を
崇
敬
し
て
そ
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
国
家
の

安
寧
、
現
世
の
幸
福
、
さ
ら
に
は
死
後
の
安
心
を
依
頼
す
る
も
の
で

あ
る
と
す
る
（
（（
（

。
こ
れ
が
経
春
の
「
敬
神
」
解
釈
の
前
提
で
あ
る
。
経

春
の
「
敬
神
」
解
釈
の
特
色
の
一
つ
は
、
こ
の
神
々
の
恩
徳
を
具
に

説
明
す
る
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
を
見
て
い
く
と
、

経
春
が
ど
の
よ
う
な
神
々
を
重
視
し
て
い
る
か
が
明
瞭
で
あ
る
。
経

春
が
挙
げ
る
神
々
の
恩
徳
と
は
、
①
「
天
神
ノ
天
地
ヲ
鎔
造
シ
給
ヘ

ル
恩
」、
②
「
此
身
体
ヲ
造
リ
。
神
魂
ヲ
モ
賦
与
シ
給
ヘ
ル
恩
」、
③

「
天
照
大
御
神
ノ
。
四
海
万
国
ヲ
照
臨
シ
給
フ
恩
」、
④
「
豊
受
毘
売

神
。
並
ビ
ニ
其
幸
御
魂
神
。
万
姓
ニ
衣
食
住
ノ
道
ヲ
授
ケ
給
フ
恩
」、

⑤
「
幽
冥
大
神
ノ
。
身
後
ノ
事
ヲ
所
知
看
ス
恩
」
の
五
点
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
天
地
初
発
→
人
の
誕
生
→
人
の
生
活
→
人
の
死
後
の
順

に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
経
春
が
ど
の
よ
う
な

神
を
重
視
し
、
そ
れ
ら
の
神
の
恩
徳
を
ど
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る

の
か
に
注
目
し
て
見
て
い
き
た
い
。

　

第
一
点
で
は
、
ま
ず
天
御
中
主
大
御
神
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
神
の
恩
徳
は
説
明
す
る
こ
と
も
、
喩
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
も

の
だ
が
、「
万
事
万
物
ノ
起
源
ヲ
主
宰
シ
給
ヒ
。
其
生
々
ヲ
好
ミ
給

フ
。
御
神
徳
」（
同
上
）
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
恩
徳
を
、
高
皇
産

霊
神
・
神
皇
産
霊
神
が
輔
翼
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、「
万
事
万
物

ノ
起
源
ヲ
主
宰
シ
給
フ
ハ
。
宇
宙
広
大
ト
雖
ド
モ
。
事
物
衆
多
ト
雖

ド
モ
。
唯
天
御
中
主
大
御
神
一
柱
ニ
帰
ス
ル
」（
同
上
）
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
「
天
神
ノ
此
天
地
ヲ
造
リ
給
フ
ハ
。（
中
略
）
モ
ト
神

人
ヲ
造
リ
テ
。
ソ
レ
ニ
安
住
セ
シ
メ
ン
ガ
為
ニ
シ
テ
。
神
人
ヲ
ソ
レ

ニ
安
住
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ハ
。
此
道
徳
ヲ
修
メ
テ
。
各
賢
哲
タ
ラ
シ

メ
ン
ガ
為
」
で
あ
り
、「
万
事
万
物
ノ
起
源
ヲ
。
輔
翼
賛
成
ナ
シ
給

ヘ
ル
モ
。
畢
竟
ミ
ナ
此
修
行
料
」（
同
上
・
一
八
八
―
一
八
九
頁
）
で

あ
る
と
説
明
す
る
。
こ
の
神
の
恩
徳
は
、
き
わ
め
て
深
遠
な
の
で
、

た
や
す
く
肉
眼
で
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
大
恩
に
感
謝
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
。
こ
こ
で
は
「
天
神
造
化
説
」
に
基
づ

く
「
神
恩
神
徳
論
」
が
説
か
れ
て
い
る
。

　

第
二
点
で
は
、
高
皇
産
霊
神
と
神
皇
産
霊
神
、
そ
し
て
伊
邪
那
岐

命
・
伊
邪
那
岐
命
の
ほ
か
、
五
元
神
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

と
り
わ
け
二
柱
の
皇
産
霊
神
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
経
春
は

霊
魂
論
を
展
開
す
る
。「
此
身
体
。
既
ニ
皇
産
霊
神
ノ
造
リ
給
ヘ
ル

所
ナ
レ
バ
。
其
ヲ
主
宰
ス
ル
神
魂
モ
、
マ
タ
皇
産
霊
神
ノ
賦
与
シ
給

ヘ
ル
ニ
。
ア
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
。
其
故
ハ
。
此
身
体
ヲ
造
リ
玉
フ

ハ
。
モ
ト
神
魂
ヲ
。
寓
シ
玉
ハ
ン
ガ
為
ナ
レ
バ
ナ
リ
」（
同
上
・
一
八

九
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
人
の
身
体
は
皇
産
霊
神
の
造
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
の
魂
も
皇
産
霊
神
が
賦
与
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識

に
立
ち
、
こ
の
恩
徳
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
く
。

こ
こ
で
は
、
先
の
天
御
中
主
大
御
神
が
「
万
事
万
物
ノ
起
源
ヲ
主

宰
」
し
て
い
る
存
在
で
あ
る
の
に
対
し
、
皇
産
霊
神
の
ほ
う
は
「
神
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魂
ヲ
モ
賦
与
」
を
主
宰
し
て
い
る
存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

　

第
三
点
で
は
、
天
照
大
御
神
の
恩
徳
が
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

こ
で
経
春
は
、
天
照
大
御
神
の
恩
徳
を
、「
太
陽
神
」
と
し
て
の
そ

れ
と
「
皇
祖
神
」
と
し
て
の
そ
れ
と
に
分
け
て
説
明
し
て
い
る
。
ま

ず
前
者
の
ほ
う
で
は
、
天
照
大
御
神
は
高
天
原
に
あ
っ
て
、「
四
海

万
国
ヲ
照
臨
シ
テ
。
万
生
ヲ
含
養
覆
育
為
給
フ
御
事
ナ
レ
バ
。
凡
人

類
タ
ル
モ
ノ
。
タ
ト
ヒ
天
神
ノ
此
身
体
ヲ
造
リ
。
此
神
魂
ヲ
賦
与
シ

給
フ
ト
モ
。
天
照
大
御
神
ノ
大
御
光
ヲ
蒙
ラ
ザ
レ
バ
一
日
片
時
モ
世

ニ
生
活
ス
ル
コ
ト
ア
タ
ハ
ズ
」（
同
上
・
一
九
〇
頁
）
と
述
べ
、「
生

命
力
」
の
根
源
と
し
て
の
天
照
大
御
神
の
恩
徳
を
説
明
し
、
そ
の
恩

徳
に
感
謝
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
後
者
の
ほ
う
は
、
も
は
や

説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、「
現
津
御
神
ト
。
天
下
ヲ
統
御
シ
テ
。
万

姓
ヲ
綏
撫
シ
給
フ
。
天
皇
ノ
御
遠
祖
」（
同
上
）
で
あ
る
点
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

　

第
四
点
で
は
、
人
び
と
に
衣
食
住
を
与
え
た
神
々
の
恩
徳
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
豊
受
毘
売
神
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
ま

ず
「
穀
物
ハ
云
モ
更
ナ
リ
。
牛
馬
蚕
桑
ノ
類
ニ
至
ル
マ
デ
。
須
佐
之

男
命
ニ
殺
サ
レ
給
ヘ
ル
。
豊
受
毘
売
神
ノ
。
御
体
ヨ
リ
成
初
タ
ル
ニ

テ
、
畢
竟
其
御
体
ニ
。
宝
血
ヲ
濺
ギ
テ
。
万
姓
ニ
衣
食
ノ
道
ヲ
授
ケ

給
フ
。
此
恩
甚
重
ナ
リ
。
其
外
何
ニ
マ
レ
。
腹
内
ニ
貯
メ
テ
。
飢
ヲ

養
ヒ
。
命
ヲ
ツ
ナ
グ
モ
ノ
ハ
。
皆
此
大
神
ノ
御
霊
ヲ
蒙
ラ
」（
同
上
・

一
九
一
頁
）
な
い
も
の
は
な
い
と
述
べ
て
、
豊
受
毘
売
神
の
神
徳
を

讃
え
、
ま
た
草
木
は
久
々
能
智
神
と
草
野
比
売
命
の
「
御
霊
ニ
ヨ
リ

テ
。
成
出
。
如
斯
不
飢
不
寒
。
雨
露
ニ
濡
レ
ズ
。
安
然
ト
世
ヲ
渡

ル
」（
同
上
）
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
吾
ヲ

シ
テ
。
道
徳
ヲ
修
メ
テ
。
賢
哲
タ
ラ
シ
メ
ン
ガ
為
ノ
修
行
料
ニ
。
豊

受
毘
売
神
」（
同
上
）
が
授
け
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

こ
と
を
「
ヨ
ク
〳
〵
黙
思
シ
テ
」（
同
上
）、
そ
の
大
恩
に
感
謝
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　

第
五
点
に
い
う
「
幽
冥
大
神
」
と
は
大
国
主
神
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
大
国
主
神
は
「
幽
冥
事
ト
テ
。
人
ノ
目
ニ
見
エ
ヌ
。
幽
界
ノ
大

政
ヲ
統
轄
シ
。
人
ノ
在
世
間
ノ
功
罪
ヲ
審
判
シ
。
其
神
魂
ノ
黜
陟
シ

給
フ
」（
同
上
）
神
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
展

開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
神
道
者
の
あ
い
だ
で
は
、
ご
く
一
般
的
に
見

ら
れ
る
「
神
賞
神
罰
論
」
で
あ
り
、
死
後
に
後
悔
し
な
い
よ
う
、

「
壮
健
無
事
ノ
時
ニ
当
ツ
テ
。
予
メ
身
後
ノ
計
ヲ
ナ
サ
ヾ
ル
可
カ
ラ
」

（
同
上
）
ざ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
経
春
の
説
く
神
々
の
恩
徳
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
例
え

ば
、
第
一
点
や
第
四
点
の
説
明
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
神
々
の
恩
徳

を
説
明
し
つ
つ
、
同
時
に
道
徳
的
な
こ
と
も
述
べ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
々
の
恩
恵
が
い
か
に
尊
い
も
の
で
あ
る
の

か
を
、「
仔
細
ニ
体
認
シ
テ
第
一
彜
倫
ノ
道
ヲ
尽
シ
。
朝
夕
恭
敬
ノ

心
ヲ
忘
レ
ズ
。
天
神
地
祇
ノ
深
仁
大
沢
ヲ
感
拝
シ
テ
」（
同
上
・
一
九
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二
頁
）、
国
家
の
安
寧
・
現
世
の
幸
福
・
死
後
の
安
心
を
「
慇
懃
ニ

祈
祷
」
す
る
こ
と
が
、
経
春
の
い
う
「
敬
神
」
な
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
「
敬
神
」
は
人
間
の
一
大
要
務
・
一
大
急
務
で
あ
る
か
ら
「
報
本

反
始
ノ
道
」（
同
上
・
一
九
三
頁
）
で
あ
る
と
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
か
ら
し
て
も
、
経
春
の
い
う
「
敬
神
」
は
、
宗
教
的
で
あ
る

と
と
も
に
、
道
徳
的
な
色
彩
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

次
に
「
愛
国
」
の
解
釈
を
見
て
い
こ
う
。
ま
ず
経
春
は
「
愛
国
」

の
起
源
が
、
神
々
よ
り
出
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
の
ち
に
、
具
体
的

に
「
水
陸
ヲ
理
メ
。
山
沢
ヲ
拓
キ
。
農
桑
ヲ
勧
メ
。
旱
潦
ニ
備
ヘ
。

運
輸
ヲ
便
ニ
シ
。
有
無
ヲ
通
ジ
。
物
産
ヲ
開
キ
。
物
貨
ヲ
饒
カ
ニ
シ
。

殊
ニ
ハ
軍
律
ヲ
厳
ニ
シ
テ
。
吾
勇
武
ヲ
振
起
シ
。
国
威
ヲ
海
外
四
表

ニ
炫
燿
シ
テ
。
万
古
不
易
ノ
皇
統
ヲ
維
持
シ
奉
リ
。
此
人
民
ヲ
シ
テ
。

此
国
土
ニ
安
住
セ
シ
ム
ル
様
。
都
テ
国
ノ
為
。
人
ノ
為
ニ
ト
注
意
ス

ル
」（
同
上
）
こ
と
が
「
愛
国
」
の
実
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
こ

の
前
提
と
な
っ
て
い
る
神
々
の
説
明
で
は
、
伊
邪
那
岐
命
・
伊
邪
那

岐
命
の
修
理
固
成
、
大
国
主
神
・
少
名
毘
古
那
神
の
国
土
経
営
が
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
平
田
俊
春
氏
の
い
う
「
愛

国
は
神
国
の
道
で
あ
る
と
す
る
も
の
（
（（
（

」
と
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
属
す
こ

と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
「
愛
国
」
の
実
を
述
べ
る
説
明
で
は
、
富

国
強
兵
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
で
は
、
羽
賀
祥
二
氏
の

い
う
「
富
国
強
兵
的
愛
国
論
（
（（
（

」
で
あ
る
と
も
言
い
得
よ
う
。
同
時
に

殖
産
興
業
な
ど
も
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、「
殖

産
興
業
的
愛
国
論
」
と
も
言
い
得
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
注
目
す
べ
き

は
、
経
春
が
「
天
下
所
知
看
ス
天
皇
ニ
ハ
。
天
下
所
知
食
ス
上
ニ
就

テ
ノ
愛
国
ア
リ
。
マ
タ
士
農
工
商
ニ
ハ
。
士
農
工
商
ノ
上
ニ
就
テ
ノ

愛
国
ア
リ
」（
同
上
）
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
、

上
一
人
か
ら
下
一
人
に
至
る
ま
で
、
等
質
な
「
愛
国
」
が
あ
る
の
で

は
な
く
、
天
皇
に
は
天
皇
な
り
の
、
ま
た
国
民
に
は
国
民
な
り
の

「
愛
国
」
の
か
た
ち
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
条
「
天
理
人
道
」
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
ま
ず
「
天
理
ト
ハ
。

神
理
ト
云
ニ
同
ク
。
神
理
ト
ハ
。
ナ
ホ
神
道
ト
云
ン
ガ
如
シ
」（
同

上
）
と
述
べ
、「
天
理
」
＝
神
道
と
捉
え
て
い
る
。
そ
れ
は
「
世
ニ

自
然
ノ
道
ナ
ク
。
マ
タ
偶
然
ノ
道
ナ
ク
。
其
源
ハ
ミ
ナ
天
御
中
主
大

御
神
ノ
。
神
意
ニ
漏
ル
ヽ
事
ナ
キ
」（
同
上
・
一
九
四
頁
）
こ
と
を
い

い
、
こ
れ
が
「
天
理
」
で
あ
る
。
ま
た
「
人
道
」
は
、「
人
ノ
生
ヲ

此
世
ニ
托
セ
ン
ト
ス
ル
時
。
天
神
ノ
叮
嚀
ニ
。
吾
魂
ニ
命
ジ
給
フ
所

ノ
神
律
ニ
シ
テ
。
所
謂
五
倫
五
常
ノ
道
」（
同
上
）
を
い
う
。
こ
こ

で
も
儒
教
的
徳
目
の
五
倫
五
常
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

が
天
神
の
賦
与
に
基
づ
く
と
述
べ
る
点
は
、
先
に
見
た
国
井
清
廉
の

場
合
と
同
じ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
経
春
は
、
そ
の
「
人
道
」
の
具

体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、「
為
人
者
ハ
。
此
神
律
ヲ
受
用
テ
。
第
一

万
物
生
成
ノ
理
ヲ
体
シ
。
務
テ
気
質
ノ
偏
ヲ
去
リ
。
悪
ヲ
袪
キ
善
ニ

移
リ
テ
。
カ
ノ
本
然
ノ
良
ニ
復
シ
。
長
上
ニ
ハ
能
仕
ヘ
。
下
タ
ル
者

ヲ
慈
育
ミ
。
各
其
職
業
ヲ
勉
励
シ
テ
。
一
向
ニ
自
分
ノ
分
ヲ
尽
」
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（
同
上
）
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
「
天
理
ハ
。

人
道
ノ
因
リ
テ
出
ル
所
ニ
シ
テ
。
人
道
ハ
天
理
ノ
人
ニ
寓
ス
ル
モ
ノ

ナ
レ
バ
。
其
称
謂
両
個
ナ
リ
ト
雖
ド
モ
。
其
実
ハ
一
個
ナ
リ
。
故
天

理
ヲ
明
カ
ニ
セ
ン
者
ハ
。
人
道
モ
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
明
カ
ニ
」（
同
上
）

な
る
。
こ
こ
で
は
「
天
理
」
と
「
人
道
」
は
一
体
の
も
の
で
あ
る
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

第
三
条
「
皇
上
奉
戴
・
朝
旨
遵
守
」
の
解
釈
で
は
、
ま
ず
第
一
条

の
解
釈
に
お
け
る
「
皇
祖
神
」
と
し
て
の
天
照
大
御
神
論
に
基
づ
い

て
、
天
皇
奉
戴
論
を
展
開
す
る
。
天
皇
を
奉
戴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
理
由
は
、
天
皇
は
天
照
大
御
神
の
「
御
神
胤
」
で
あ
り
、
大
御
神

の
「
功
徳
ヲ
受
継
ガ
シ
。
宇
内
ニ
君
臨
シ
テ
。
億
兆
ヲ
綏
撫
シ
」

（
同
上
・
一
九
五
頁
）
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て

天
皇
に
仕
え
る
こ
と
は
、
同
時
に
「
天
照
大
御
神
ニ
仕
奉
ル
」（
同

上
）
こ
と
に
も
な
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
い
で
経
春
は
、「
朝
旨
ト
ハ
。

今
日
天
朝
ヨ
リ
出
ル
所
ノ
。
法
令
号
令
ニ
シ
テ
。
即
天
下
ヲ
経
綸
シ

テ
。
此
人
民
ヲ
保
護
シ
給
フ
所
ノ
モ
ノ
ナ
レ
バ
。（
中
略
）
遵
守
セ

ズ
ン
バ
有
ル
可
ラ
ズ
。
コ
レ
皇
上
ヲ
奉
戴
ス
ル
ノ
実
ナ
リ
」（
同
上
・

一
九
六
頁
）
と
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
、
朝
旨
の
遵
守
が
天
皇
の
奉
戴

に
繋
が
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
が
、『
三
則
示
蒙
』
の
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
最
大
の
特
色

は
、「
敬
神
ハ
三
則
ノ
要
枢
」（
同
上
・
一
九
六
頁
）
と
捉
え
る
点
に

あ
ろ
う
。
三
箇
条
の
条
目
は
、
す
べ
て
「
敬
神
」
に
帰
一
す
る
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
三
則
示
蒙
』
は
、
自
ら
も
敬
神
に
精
進
し
、

人
に
説
い
て
敬
神
の
念
を
興
さ
せ
、「
天
神
ヨ
リ
吾
ニ
賦
畀
シ
給
ヘ

ル
。
性
善
ニ
悖
ラ
ズ
。
正
身
修
徳
テ
。
国
家
ノ
乂
安
ハ
云
ニ
オ
ヨ
バ

ズ
。
現
世
ノ
福
禄
ヲ
モ
。
殊
ニ
ハ
身
後
ノ
真
楽
ヲ
得
ン
事
ヲ
懇
祷
」

（
同
上
）
す
る
こ
と
を
説
く
点
に
主
眼
が
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。
そ
し
て
敬
神
に
精
進
せ
ず
、
徒
に
現
世
の
幸
福
・
死
後
の

安
心
を
求
め
よ
う
と
す
る
態
度
を
、
経
春
は
厳
に
戒
め
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
言
に
、『
三
則
示
蒙
』
の
「
教
化
」
観
を
窺
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。六　

お
わ
り
に

　

以
上
、
国
井
清
廉
・
田
中
知
邦
・
田
中
頼
庸
・
岡
本
経
春
の
四
人

の
衍
義
書
を
取
り
あ
げ
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
を
見
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
、
神
道
系
「
三
条
教
則
」
衍
義
書
の
特
色
を
考
察
し
て

き
た
。
彼
ら
は
神
官
で
あ
る
か
ら
し
て
、
ど
の
衍
義
書
も
、
第
一
条

「
敬
神
」
の
解
釈
に
主
力
を
注
い
で
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
清
廉
・
経
春
の
よ
う
に
、「
三
条
教
則
」
の
綱
目
を
「
敬
神
」

の
一
項
に
帰
一
さ
せ
て
説
く
タ
イ
プ
の
衍
義
書
が
見
ら
れ
た
。
こ
の

よ
う
な
タ
イ
プ
の
衍
義
書
を
、
今
は
仮
に
「
三
則
敬
神
帰
一
」
型
と

呼
ん
で
お
く
こ
と
に
す
る
。
知
邦
や
頼
庸
の
衍
義
書
も
、
清
廉
や
経

春
ほ
ど
明
確
に
し
て
は
い
な
い
が
、
や
は
り
こ
の
タ
イ
プ
の
衍
義
書

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
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タ
イ
プ
の
衍
義
書
に
は
、
ほ
か
に
西
川
須
賀
雄
の
「
三
条
教
則
」
講

義
や
、
安
江
静
『
説
教
目
的
』（
明
治
七
年
二
月
）
な
ど
に
も
見
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
（
（（
（

、
神
道
系
「
三
条
教
則
」
衍
義
書
の
一
つ
の
典

型
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
内
容
を
細
か
く
見
て
い
く
な
ら
ば
、
そ
の
使
用
方
は
異
な
る

場
合
も
あ
る
も
の
の
、
ど
の
衍
義
書
に
も
共
通
し
て
見
ら
れ
る
特
色

と
し
て
、「
天
神
造
化
説
」「
神
恩
神
徳
論
」「
神
賞
神
罰
論
」「
産
須

那
社
」
信
仰
論
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
平
田
国
学
に
淵
源

す
る
思
想
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
神
恩
神
徳
論
」
が
、
彼
ら
の
「
敬

神
」
論
の
核
と
な
っ
て
い
る
。
神
の
恩
徳
に
よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
国
民
に
周
知
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
が
、
羽
賀
祥
二

氏
は
、
宇
喜
多
練
要
の
『
説
教
道
話
』（
明
治
六
年
十
二
月
・
同
七
年

四
月
）
の
分
析
を
通
し
て
、「
敬
神
愛
国
と
い
う
教
義
に
対
す
る
民

衆
の
反
応
は
、
そ
こ
に
「
福
徳
」
＝
現
世
利
益
を
求
め
て
い
く
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
」（『
明
治
維
新
と
宗
教
』
二
九
六
頁
）
こ
と
を
指
摘

し
た
。
こ
の
よ
う
な
民
衆
の
心
情
に
訴
え
、
か
つ
「
願
望
」
を
取
り

込
ん
で
い
く
の
に
、
神
官
教
導
職
に
と
っ
て
「
神
恩
神
徳
論
」
ほ
ど

適
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
そ
の

よ
う
な
可
能
性
を
、
平
田
国
学
の
思
想
（
神
学
）
は
持
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
神
官
教
導
職
、
そ
れ
も
明
治
五
・
六
年
に
お
け
る
「
三

条
教
則
」
衍
義
書
を
四
点
取
り
あ
げ
た
に
す
ぎ
な
い
。
本
稿
で
提
示

し
た
「
三
則
敬
神
帰
一
」
型
と
い
う
類
型
も
、
よ
り
多
く
の
衍
義
書

を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
し
、

こ
れ
と
は
異
な
る
類
型
が
出
て
く
る
こ
と
は
十
分
に
予
想
で
き
る
。

ま
た
こ
う
し
た
考
察
は
、「
三
条
教
則
」
に
対
し
て
、
神
道
側
が
ど

の
よ
う
に
対
処
し
た
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
く
で

あ
ろ
う
。
本
稿
は
そ
の
基
礎
的
研
究
の
一
つ
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

註（1
）　�

教
部
省
達
。
以
下
「
三
条
教
則
」
の
条
文
は
、
①
「
敬
神
愛
国
」、

②
「
天
理
人
道
」、
③
「
皇
上
奉
戴
・
朝
旨
遵
守
」
と
略
す
。

（
2
）　�

三
宅
守
常
編
『
三
条
教
則
衍
義
書
資
料
集
』
下
巻
（
明
治
聖
徳
記

念
学
会
、
平
成
十
九
年
）
一
〇
六
一
頁
参
照
。

（
3
）　�

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
三
宅
守
常
編
『
三
条
教
則
衍
義
書
資
料
集
』

全
二
巻
（
明
治
聖
徳
記
念
学
会
、
平
成
十
九
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
、

そ
の
内
容
を
容
易
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
書

に
よ
れ
ば
、
総
数
百
一
点
の
衍
義
書
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
本
稿

で
は
こ
の
資
料
集
を
活
用
す
る
。
以
下
、
本
資
料
集
を
引
用
・
参

照
す
る
場
合
、「
資
料
集
上
（
下
）
巻
」
と
略
し
、
そ
の
下
に
頁

数
を
入
れ
て
所
在
を
明
ら
か
に
し
た
。

（
4
）　�「
三
条
教
則
」
衍
義
書
を
は
じ
め
と
す
る
大
教
宣
布
関
係
文
献
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
の
か
は
、
実
際
ほ
と
ん
ど
分

か
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
「
説
教
テ
キ
ス
ト
」
と
し
て
括
ら
れ

る
場
合
が
あ
る
が
、
実
際
の
説
教
に
用
い
ら
れ
た
可
能
性
は
否
定

で
き
な
い
も
の
の
、
必
ず
し
も
説
教
に
用
い
ら
れ
た
と
は
言
い
難

い
面
も
あ
る
。
例
え
ば
、
本
稿
で
扱
う
時
期
よ
り
も
後
年
の
こ
と
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と
は
な
る
が
、
神
道
事
務
局
の
生
徒
寮
に
お
い
て
、
大
教
宣
布
関

係
文
献
は
「
素
読
」「
教
書
」
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
説
教
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
教
導
職
の
講

究
に
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
神
道

事
務
局
生
徒
寮
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
神
道
事
務
局
の
教
育
機
関

―
生
徒
寮
の
制
度
的
側
面
に
関
す
る
一
考
察
―
」（『
神
道
宗
教
』

二
一
七
掲
載
予
定
）
参
照
。
ま
た
、
大
教
宣
布
関
係
文
献
の
書
誌

学
的
研
究
も
、
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
れ
ら
は
今
後

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

（
5
）　�

平
田
俊
春
「
明
治
維
新
と
愛
国
心
（
下
）」（『
防
衛
大
学
校
紀
要
』

二
〇
、
昭
和
四
十
五
年
）、
大
林
正
昭
「
教
導
職
の
説
教
に
お
け

る
「
敬
神
」
の
構
造
」（『
広
島
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
第
一
部
）』

二
八
、
昭
和
五
十
四
年
）、
藤
井
健
志
「
明
治
初
期
に
お
け
る
真

宗
の
神
道
観
―
島
地
黙
雷
と
南
条
神
興
の
場
合
―
」（『
東
京
学
芸

大
学
紀
要
（
第
二
部
門
・
人
文
科
学
）』
三
九
、
昭
和
六
十
三
年
）。

（
6
）　�

河
野
省
三
の
旧
蔵
書
は
現
在
、
國
學
院
大
學
校
史
・
学
術
資
産
研

究
セ
ン
タ
ー
「
河
野
博
士
記
念
室
」（
以
下
、
河
野
省
三
博
士
記

念
文
庫
と
略
す
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
河
野
省
三
博
士
記
念
文

庫
所
蔵
の
「
三
条
教
則
」
衍
義
書
群
は
、
そ
の
数
七
十
点
を
超
え

る
も
の
で
、「「
三
条
教
則
」
衍
義
書
の
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と

評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
評
価
は
、
國
學
院
大
學
伝
統
文
化
リ

サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
「
國
學
院
の
学
術
資
産
に
見
る
モ
ノ
と
心
」
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
第
一
回
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
皇
典
講
究
所
・

國
學
院
の
校
史
・
学
術
資
産
研
究
の
問
題
点
」（
平
成
十
九
年
十

二
月
十
五
日
開
催
）
基
調
講
演
Ⅰ
「
三
条
教
則
衍
義
書
と
河
野
省

三
博
士
記
念
文
庫
」
に
お
け
る
三
宅
守
常
氏
の
発
言
に
拠
る
。
河

野
省
三
博
士
記
念
文
庫
所
蔵
の
「
三
条
教
則
」
衍
義
書
は
、
前
掲

『
三
条
教
則
衍
義
書
資
料
集
』
全
二
巻
の
主
要
な
部
分
を
構
成
し

て
い
る
。
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
概
要
は
以
下
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
。http://w

w
w

.kokugakuin.ac.jp/info/kikou/
orc/200421_3g_forum

_1.php

（
文
責
―
藤
田
大
誠
・
戸
浪
裕

之
）。

（
7
）　�

河
野
省
三
の
大
教
宣
布
運
動
研
究
に
は
、『
神
祇
史
要
』（
法
文
館

書
店
、
大
正
四
年
）、『
国
民
道
徳
史
論
』（
森
江
書
店
、
大
正
六

年
）、「
明
治
初
年
に
於
け
る
思
想
界
の
一
側
面
―
大
教
宣
布
運
動

の
一
考
察
―
」（『
國
學
院
雑
誌
』
三
二
―
七
、
大
正
十
五
年
）、

「
明
治
初
年
に
於
け
る
神
道
運
動
の
特
色
」（『
國
學
院
雑
誌
』
三

三
―
九
、
昭
和
二
年
）、『
神
道
の
研
究
』（
森
江
書
店
、
昭
和
五

年
）、「
明
治
初
年
に
於
け
る
教
化
運
動
」（『
國
學
院
雑
誌
』
三
七

―
二
、
昭
和
六
年
）、『
日
本
精
神
発
達
史
』（
森
江
書
店
、
昭
和

七
年
）、「
明
治
初
年
の
教
化
運
動
」（『
國
學
院
大
學
紀
要
』
一
、

昭
和
七
年
）、『
国
体
観
念
の
史
的
研
究
』（
日
本
電
信
通
信
出
版
部
、

昭
和
十
八
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
8
）　�

ち
な
み
に
こ
の
目
録
が
最
初
に
出
た
の
は
、「
明
治
初
年
に
於
け

る
思
想
界
の
一
側
面
―
大
教
宣
布
運
動
の
一
考
察
―
」
で
あ
っ
て
、

こ
れ
に
は
二
十
七
点
の
衍
義
書
の
一
覧
が
出
て
い
る
。
次
の
「
明

治
初
年
に
於
け
る
神
道
運
動
の
特
色
」
で
は
、
補
遺
と
し
て
六
点

の
衍
義
書
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
を
さ
ら
に
増
補
し
た
の
が
「
明

治
初
年
の
教
化
運
動
」
の
目
録
で
あ
り
、『
国
体
観
念
の
史
的
研

究
』
の
目
録
は
、
こ
れ
ら
の
最
終
形
態
と
も
言
う
べ
き
も
の
で
あ

る
。
ま
た
河
野
の
最
初
期
の
諸
論
文
は
、
明
治
文
化
研
究
会
の
大

教
宣
布
運
動
研
究
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
で
あ

る
。
河
野
省
三
『
続
・
一
日
本
人
の
生
活
』（
國
學
院
大
學
内
宗

教
研
究
室
、
昭
和
二
十
八
年
）
六
六
―
七
〇
頁
参
照
。
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（
9
）　�

柏
原
祐
泉
『
日
本
仏
教
史　

近
代
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
二
年
）

三
八
頁
な
ど
。

（
10
）　�
三
宅
守
常
「
仏
教
系
「
三
条
教
則
」
衍
義
書
考
」（『
大
倉
山
論
集
』

四
七
、
平
成
十
三
年
）
参
照
。
三
宅
氏
の
「
三
条
教
則
」
衍
義
書

研
究
と
し
て
は
、
ほ
か
に
「「
三
条
ノ
教
則
」
か
ら
「
教
育
勅
語
」

へ
―
東
陽
円
月
の
著
述
を
通
し
て
そ
の
思
想
的
関
連
を
さ
ぐ
る

―
」（『
日
本
大
学
教
育
制
度
研
究
所
紀
要
』
二
一
、
平
成
二
年
）、

「「
三
條
ノ
教
則
」
と
明
治
仏
教
」（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
七
、
平

成
四
年
）、「
三
条
教
則
衍
義
書
に
み
る
神
道
と
仏
教
の
対
論
」（
日

本
仏
教
学
会
編
『
仏
教
と
他
教
と
の
対
話
』
平
楽
寺
書
店
、
平
成

九
年
）、「
近
代
の
国
民
教
化
と
三
条
教
則
―
『
三
条
教
則
衍
義
書

資
料
集
』（
全
二
巻
）
の
刊
行
に
寄
せ
て
―
」（『
明
治
聖
徳
記
念

学
会
紀
要
』
復
刊
四
五
、
平
成
二
十
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
11
）　�

以
上
、
三
宅
・
前
掲
「「
三
條
ノ
教
則
」
と
明
治
仏
教
」、
三
宅
・

前
掲
【
基
調
講
演
Ⅰ
】「
三
条
教
則
衍
義
書
と
河
野
省
三
博
士
記

念
文
庫
」
参
照
。

（
12
）　�

大
林
・
前
掲
「
教
導
職
の
説
教
に
お
け
る
「
敬
神
」
の
構
造
」、

藤
田
大
誠
「
明
治
初
期
に
お
け
る
教
導
職
の
「
敬
神
愛
国
」
観
」

（『
國
學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
二
、

平
成
二
十
二
年
）、
武
田
幸
也
「
田
中
頼
庸
の
教
化
思
想
と
神
道

論
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
四
、

平
成
二
十
二
年
）。
こ
の
ほ
か
、
神
道
系
の
「
三
条
教
則
」
衍
義

書
は
、
羽
賀
祥
二
『
明
治
維
新
と
宗
教
』（
筑
摩
書
房
、
平
成
九

年
）
第
八
章
「
敬
神
と
愛
国
の
思
想
」、
小
川
原
正
道
「
明
治
初

期
大
教
院
の
お
け
る
民
衆
教
化
活
動
―
講
堂
説
教
・
説
教
テ
キ
ス

ト
の
分
析
を
中
心
に
―
」（
明
治
維
新
史
学
会
編
『
明
治
維
新
と

文
化
』
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
七
年
）
な
ど
で
も
取
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

（
13
）　�

拙
稿
「
田
中
頼
庸
の
神
道
観
―
『
三
条
演
義
』（
河
野
博
士
記
念

室
所
蔵
）
を
中
心
に
―
」（『
國
學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
一
、
平
成
二
十
一
年
）、「
田
中
知
邦
の
神
道

観
―
『
示
蒙
教
導
三
条
略
弁
』
を
中
心
に
―
」（『
國
學
院
大
學
研

究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
三
、
平
成
二
十
一
年
）、「
島

地
黙
雷
の
神
道
論
形
成
―
「
神
＝
祖
先
」
論
の
形
成
過
程
を
中
心

に
―
」（『
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
』
二
、

平
成
二
十
年
）。

（
14
）　�

本
稿
で
基
礎
に
す
る
の
は
、
註
（
13
）
に
挙
げ
た
田
中
頼
庸
と
田

中
知
邦
に
関
す
る
拙
稿
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
研
究
の
進
展
に

よ
っ
て
、
多
少
考
え
に
変
化
が
生
じ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
を
、

あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

（
15
）　�

国
井
清
廉
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
資
料
集
下
巻
・
一
〇
八
〇
頁
の

記
述
を
参
照
し
た
。

（
16
）　�

河
野
省
三
博
士
記
念
文
庫
所
蔵
。

（
17
）　�

こ
の
「
天
神
造
化
説
」
と
は
、
天
地
開
闢
以
前
に
造
化
三
神
が
出

現
し
、
天
地
・
世
界
・
万
物
を
創
造
し
た
と
説
く
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
本
居
宣
長
が
『
古
事
記
伝
』
で
展
開
し
た
の
を
受
け
て
、

平
田
篤
胤
に
継
承
さ
れ
た
思
想
で
、
当
時
の
多
く
の
神
道
者
が
こ

の
説
を
採
用
し
て
い
た
（
大
久
保
好
伴
『
説
教
大
意
』〈
明
治
六

年
七
月
〉
の
よ
う
に
、
触
れ
な
い
も
の
も
あ
る
）。
明
確
に
造
化

三
神
が
天
地
開
闢
以
前
に
出
現
し
、
天
地
を
創
造
し
た
と
説
い
た

の
は
篤
胤
（『
古
史
伝
』
巻
一
な
ど
）
で
あ
る
が
、
教
部
省
は
こ

の
説
を
受
け
て
、「
教
書
編
輯
条
例
」
の
第
一
条
に
「
古
事
記
神

世
七
代
ノ
文
及
ヒ
神
代
紀
神
聖
生
其
中
焉
マ
テ
ノ
文
ハ
天
地
鎔
造

万
物
化
物
ノ
神
理
ヲ
知
ル
ヘ
キ
明
文
ニ
シ
テ
皇
道
本
教
ノ
大
基
礎
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ナ
レ
ハ
一
言
モ
増
減
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
明
記
し
、
こ
れ
が
公
的
な

解
釈
法
と
な
っ
た
。
徳
重
浅
吉
『
維
新
政
治
宗
教
史
研
究
』（
目

黒
書
店
、
昭
和
十
年
）
第
十
二
章
「
大
教
宣
布
運
動
に
お
け
る
天

神
造
化
説
」、
村
岡
典
嗣
「
明
治
維
新
の
教
化
統
制
と
平
田
神
道
」

（『
続
日
本
思
想
史
研
究
』
岩
波
書
店
、
昭
和
十
四
年
）
三
四
〇
―

三
四
一
頁
な
ど
参
照
。

（
18
）　�「
産
須
那
社
」
信
仰
論
は
、
平
田
篤
胤
の
高
弟
で
あ
る
六
人
部
是

香
の
提
唱
し
た
信
仰
論
で
あ
る
。
是
香
は
師
篤
胤
の
「
幽
冥
」
論

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、「
産
須
那
社
」
信
仰
に
基
づ
く
「
幽
冥
」

論
を
構
築
し
た
。
是
香
の
「
幽
冥
」
論
に
つ
い
て
は
、
河
野
省
三

『
神
道
史
の
研
究
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
十
九
年
）、
鈴
木
暎
一

『
国
学
思
想
の
史
的
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
四
年
）、
宮

城
公
子
『
幕
末
期
の
思
想
と
習
俗
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
平
成
十
六

年
）、
星
野
光
樹
「
六
人
部
是
香
と
神
事
に
つ
い
て
」（『
神
道
宗

教
』
一
九
三
、
平
成
十
六
年
）
な
ど
参
照
。

（
19
）　�

平
田
・
前
掲
「
明
治
維
新
と
愛
国
心
（
下
）」
参
照
。
平
田
氏
は
、

「
愛
国
が
天
皇
の
道
で
あ
る
と
す
る
も
の
」
の
内
容
を
「
愛
国
が

神
勅
を
受
け
て
国
土
を
統
治
さ
れ
る
天
皇
の
御
心
で
あ
り
、
国
民

は
こ
の
天
皇
の
御
心
を
受
け
て
国
家
を
愛
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る

も
の
」
と
し
、「
愛
国
は
神
国
の
道
で
あ
る
と
す
る
も
の
」
は
、

「
こ
の
国
土
は
外
国
に
く
ら
べ
て
最
も
住
み
よ
い
国
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
み
な
神
恩
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
国
民
は
敬
神
の
道

を
つ
く
す
と
と
も
に
、
こ
の
神
国
を
愛
護
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

も
の
」
と
説
明
し
て
い
る
。

（
20
）　�

羽
賀
・
前
掲
『
明
治
維
新
と
宗
教
』
第
八
章
「「
敬
神
」
と
「
愛

国
」
の
思
想
」
二
九
一
―
二
九
二
頁
参
照
。
羽
賀
氏
の
い
う
「
神

話
的
愛
国
論
」
と
は
、
愛
国
思
想
を
神
話
・
神
学
と
の
関
係
で
説

明
し
よ
う
と
す
る
も
の
。「
富
国
強
兵
的
愛
国
論
」
と
は
、
敬
神

と
は
距
離
を
置
い
て
、
こ
の
時
期
の
政
策
課
題
で
あ
る
富
国
強
兵

と
の
関
係
で
説
明
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
21
）　�

こ
の
よ
う
に
儒
教
的
徳
目
で
あ
る
五
倫
を
強
調
す
る
の
は
、
恐
ら

く
『
神
教
要
旨
』
の
内
容
を
踏
ま
え
て
の
も
の
で
あ
ろ
う
。『
神

教
要
旨
』
は
「
明
倫
之
綱
」
と
し
て
、「
君
臣
父
子
夫
婦
兄
弟
朋

友
五
者
彜
倫
也
不
可
以
不
正
也
」（
三
丁
）
と
述
べ
て
い
る
。『
神

教
要
旨
』
の
引
用
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
版
本
に
拠
る
。

（
22
）　�

田
中
知
邦
の
略
歴
は
、
建
白
書
「
人
民
教
導
ノ
議
」
に
添
付
さ
れ

た
「
臣
知
邦
立
志
略
記
」（
色
川
大
吉
・
我
部
政
男
監
修
『
明
治

建
白
書
集
成
』
第
二
巻
、
筑
摩
書
房
、
平
成
二
年
所
収
）
を
柱
に
、

平
田
篤
胤
全
集
刊
行
会
編
『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
別
巻
（
名
著

出
版
、
昭
和
五
十
六
年
）「
門
人
姓
名
録　

五
」
三
九
一
頁
、
滋

賀
県
栗
太
郡
役
所
編
『
滋
賀
県
栗
太
郡
志
』
巻
参
（
滋
賀
県
栗
太

郡
役
所
、
大
正
十
五
年
）
を
参
考
に
し
た
。

（
23
）　�

教
導
職
の
「
敬
神
」
解
釈
の
構
造
を
考
察
し
た
大
林
正
昭
に
よ
れ

ば
、
愛
国
・
尊
皇
・
遵
法
・
職
業
勉
励
な
ど
が
「
神
賞
神
罰
」
の

対
象
と
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
の
は
、
田
中
知
邦
に
お
い
て
顕
著

に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
大
林
・
前
掲
「
教
導
職
の
説

教
に
お
け
る
「
敬
神
」
の
構
造
」
参
照
。

（
24
）　�

田
中
頼
庸
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
二
宮
岳
南
『
田
中
頼
庸
先
生
』

（
写
本
・
鹿
児
島
県
立
図
書
館
所
蔵
）、
井
上
順
孝
稿
「
田
中
頼
庸
」

（
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
編
『
神
道
事
典
【
縮
刷
版
】』
弘

文
堂
、
平
成
十
一
年
）、
資
料
集
下
巻
・
一
〇
九
八
―
一
〇
九
九
頁
、

井
上
順
孝
・
阪
本
是
丸
編
『
日
本
型
政
教
関
係
の
誕
生
』（
第
一

書
房
、
昭
和
六
十
二
年
）
三
七
〇
頁
、
井
上
順
孝
稿
「
田
中
頼
庸
」

（
井
上
順
孝
編
『
近
代
日
本
の
宗
教
家
101
』
新
書
館
、
平
成
九
年
）
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を
参
照
し
た
。

（
25
）　�
藤
田
大
誠
氏
は
、
東
京
大
学
附
属
総
合
図
書
館
所
蔵
『
陽
春
蘆
蒐

集
録
』
壱
（
国
学
者
小
中
村
清
矩
の
資
料
群
）
に
所
収
さ
れ
て
い

る
「
三
則
演
義
」「
三
則
略
説
」
を
紹
介
し
、
こ
れ
ら
が
『
三
条

演
義
』
の
「
原
型
」
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
藤
田
氏
に
よ
れ
ば
、

『
三
条
演
義
』
の
原
案
が
「
三
則
演
義
」
で
、
そ
れ
を
略
し
た
も

の
が
「
三
則
略
説
」
で
あ
り
、「
三
則
演
義
」
の
奥
書
か
ら
、
そ

れ
は
田
中
頼
庸
を
含
む
教
部
省
編
輯
課
官
員
複
数
名
の
作
業
に

よ
っ
て
成
立
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
と
い
う
。
ま
た
頼
庸
自
身
も

『
三
条
演
義
』
の
序
文
の
な
か
で
「
今
し
新
に
同
学
の
徒
と
相
議

り
て
、
か
の
三
条
の
規
則
を
本
文
と
し
て
此
演
義
を
物
し
つ
る
に

な
む
」（
資
料
集
上
巻
・
一
三
五
頁
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、『
三
条

演
義
』
が
複
数
名
の
共
同
作
業
で
成
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
お
り
、

首
肯
で
き
る
見
解
で
あ
る
と
言
え
る
。
藤
田
・
前
掲
「
明
治
初
期

に
お
け
る
教
導
職
の
「
敬
神
愛
国
」
観
」
参
照
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

こ
の
こ
と
が
『
三
条
演
義
』
を
し
て
、「
三
条
教
則
」
衍
義
書
中

の
「
白
眉
」
と
の
評
価
を
得
し
め
る
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
な
お
本
稿
で
は
、
藤
田
氏
の
紹
介
し
た
「
三
則
演
義
」

「
三
則
略
説
」
が
未
見
の
た
め
、
こ
れ
ら
二
つ
の
文
書
を
踏
ま
え

た
考
察
は
で
き
な
か
っ
た
。
他
日
を
期
し
た
い
。
ま
た
本
稿
で
は
、

複
数
名
の
作
業
で
成
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
主
語
を
田
中
頼
庸

で
は
な
く
、『
三
条
演
義
』
と
す
る
。

（
26
）　�

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
社
寺
取
調
類
纂
』
一
五
二
参
照
。
こ
の

文
書
に
つ
い
て
は
、
谷
川
穣
『
明
治
前
期
の
教
育
・
教
化
・
仏
教
』

（
思
文
閣
出
版
、
平
成
二
十
年
）
四
三
頁
参
照
。

（
27
）　�

誤
植
等
の
箇
所
も
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、

架
蔵
本
（
明
治
六
年
四
月
大
教
院
蔵
板
）
も
参
考
に
し
た
。

（
28
）　�

田
中
頼
庸
の
思
想
を
考
え
る
場
合
、「
神
恩
神
徳
」
は
重
要
な
キ

イ
ワ
ー
ド
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
教
部
省
か
ら
伊
勢
神
宮
に

転
出
し
て
の
ち
、
頼
庸
は
『
神
徳
論
』
を
著
わ
し
て
い
る
。
武
田

幸
也
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
は
「
神
徳
を
説
く
事
に
よ
り
、

神
霊
の
実
在
性
を
論
証
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
」（
武

田
・
前
掲
「
田
中
頼
庸
の
教
化
思
想
と
神
道
論
」）。

（
29
）　�

大
林
・
前
掲
「
教
導
職
の
説
教
に
お
け
る
「
敬
神
」
の
構
造
」
参

照
。
な
お
大
林
氏
は
、
同
論
文
に
お
い
て
、「
天
皇
の
敬
神
は
政

治
的
行
為
で
あ
り
、
国
民
が
神
を
敬
す
る
こ
と
と
は
次
元
が
異
な

る
」
と
述
べ
、「
天
皇
が
神
を
敬
す
る
よ
う
に
国
民
も
神
を
敬
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
説
明
は
、
論
理
と
し
て
成
立
し
な
い

ば
か
り
で
な
く
説
得
力
に
も
と
ぼ
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
し

て
、
そ
の
よ
う
な
「
敬
神
」
論
の
限
界
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
30
）　�

参
考
ま
で
に
、『
三
則
略
解
』
の
「
敬
神
愛
国
」
解
釈
を
引
用
し

て
お
く
。「
敬
神
ト
ハ
、
天
祖
天
神
ヲ
始
メ
、
凡
ソ
朝
典
二
列
タ

ル
大
小
ノ
神
祇
及
土
地
ノ
氏
神
等
ヲ
崇
敬
ス
ル
ヲ
謂
ナ
リ
。
愛
国

ト
ハ
、
凡
ソ
人
ト
シ
テ
君
父
ノ
国
ヲ
愛
ス
ル
ハ
天
理
ノ
常
ナ
レ
バ
、

各
々
其
職
ヲ
尽
シ
報
恩
ヲ
計
ル
ベ
キ
ヲ
謂
ナ
リ
。
持
統
紀
ニ
尊
朝

愛
国
ト
ア
ル
是
ナ
リ
。
此
旨
ヲ
体
認
シ
テ
教
諭
ス
ベ
キ
ナ
リ
」（
資

料
集
上
巻
・
四
三
頁
）。

（
31
）　�

平
田
・
前
掲
「
明
治
維
新
と
愛
国
心
（
下
）」
参
照
。
こ
れ
に
対

し
て
藤
田
大
誠
氏
は
、『
三
条
演
義
』
の
原
型
で
あ
る
「
三
則
演

義
」
が
、
明
治
五
年
六
月
段
階
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
事

実
は
逆
で
、
未
だ
教
書
の
編
輯
に
当
た
つ
て
ゐ
た
田
中
頼
庸
ら
教

部
省
編
輯
課
（
同
年
十
一
月
に
教
書
編
纂
に
は
携
は
ら
な
い
考
証

課
と
な
る
）
官
員
の
方
針
が
『
三
條
略
解
』
に
影
響
を
与
へ
た
の

で
あ
ら
う
」（
前
掲
「
明
治
初
期
に
お
け
る
教
導
職
の
「
敬
神
愛
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国
」
観
」）
と
述
べ
て
い
る
。

（
32
）　�

武
田
・
前
掲
「
田
中
頼
庸
の
教
化
思
想
と
神
道
論
」
参
照
。

（
33
）　�
岡
本
経
春
の
略
歴
は
、
森
繁
夫
編
『
名
家
伝
記
資
料
集
成
』
第
四

巻
（
思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
十
八
年
）
八
八
一
頁
、
平
田
篤
胤
全

集
刊
行
会
編
『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
別
巻
（
名
著
出
版
、
昭
和

五
十
六
年
）「
門
人
姓
名
録　

五
」
三
九
八
頁
、
資
料
集
下
巻
・

一
〇
九
頁
を
参
照
し
た
。
ま
た
國
學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
Ｐ
Ｄ
研
究
員
・
新
木
直
安
氏
の
御
教
示
を
受
け
た
。
記

し
て
感
謝
申
し
あ
げ
る
。

（
34
）　�

岡
本
は
「
敬
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
膝
を
折
り
、
額
を
額
づ
く
よ

う
な
仰
々
し
い
も
の
で
は
な
く
、「
傲
慢
」
の
心
を
去
り
、「
一
向

ニ
和
平
ノ
心
虔
誠
ノ
意
ヲ
以
テ
、
神
ニ
奉
仕
ス
ル
」（
資
料
集
上

巻
・
一
八
八
頁
）
こ
と
を
い
う
と
し
て
い
る
。

（
35
）　�

平
田
・
前
掲
「
明
治
維
新
と
愛
国
心
（
下
）」
参
照
。

（
36
）　�

羽
賀
・
前
掲
『
明
治
維
新
と
宗
教
』
参
照
。

（
37
）　�

西
川
須
賀
雄
の
「
三
条
教
則
」
講
義
は
、『
教
院
講
録
』
に
連
載

さ
れ
て
い
る
。「
六
月
十
七
日
開
講
」（『
教
院
講
録
』
第
一
号
、

明
治
六
年
六
月
十
七
日
）、「
敬
神
」（『
教
院
講
録
』
第
三
十
号
、

明
治
八
年
十
二
月
）、「
前
号
ノ
続
キ
」（『
教
院
講
録
』
第
三
十
一

号
、
明
治
九
年
三
月
）、「
前
号
ノ
続
キ
」（『
教
院
講
録
』
第
三
十

二
号
、
明
治
九
年
四
月
）
な
ど
。
本
文
は
資
料
集
下
巻
・
九
六
六

―
九
六
八
頁
、
九
七
〇
―
九
七
九
頁
参
照
。
ま
た
『
教
院
講
録
』

第
一
号
の
講
義
に
つ
い
て
は
、
小
川
原
・
前
掲
「
明
治
初
期
大
教

院
の
お
け
る
民
衆
教
化
活
動
―
講
堂
説
教
・
説
教
テ
キ
ス
ト
の
分

析
を
中
心
に
―
」
参
照
。
こ
の
講
義
は
、
大
教
院
の
開
講
式
に
お

け
る
西
川
須
賀
雄
の
講
義
で
あ
る
。
ま
た
安
江
静
『
説
教
目
的
』

の
本
文
は
、
資
料
集
上
巻
・
四
二
一
―
四
三
〇
頁
参
照
。

附
記　

本
稿
は
、
文
部
科
学
省
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
［
Ｏ
Ｒ

Ｃ
］
整
備
事
業
「
モ
ノ
と
心
に
学
ぶ
伝
統
の
知
恵
と
実
践
」
を
通
じ
て
の

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
ポ
ス
ド
ク
研
究
員
）


